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校　長
角田　範義

　和歌山高専は、幅広い分野で活躍できる工学系人材を養成する高等教育機関として多数の
実践的・創造的な技術者を社会に送り出しています。1964年創設、1969年に土木工学科を設
置以来、機械、電気、工業化学と合わせた4学科体制で教育・研究を推進してきました。商
船高専を除く4学科以上の高専の多くは、機械、電気系が複数存在していますが、性格が異
なる4学科で構成される和歌山高専は珍しい存在です。工学分野は産業基盤を支えるだけで
なく社会構造の進展に合わせた人材の養成が求められます。その変化に対応すべく、本校は、
機械工学科→知能機械工学科、電気工学科→電気情報工学科、工業化学科→物質工学科→生
物応用化学科、土木工学科→環境都市工学科と学科名の変更及び教育内容のアップグレード
を実施し、基盤技術のみならず先端技術にも対応できるような教育・研究体制の下、現在も
進化しています。
　和歌山高専は、ロボットや防災を中心に地域貢献を進めるだけでなく、現在、地域創生に
向け新産業育成と人材の地元定着を目標とするCOC事業を実施しています。特に、人材育
成については、ダイバーシティーや男女共同参画社会の流れを念頭に置き、工学系が男子の
分野であるというイメージを払拭するために女子力の強化に努めています。現在の少子化に
よる人口の減少は産業界での深刻な問題であり、能力的に男性と差のない工学系女子に対す
る期待は強くなっています。様々な入試の機会を捉えた女子の希望者の掘り起こしは、現在
の高専における重要な課題の一つです。ガールズKOSENステイ、体験実習入試などの仕組
みは工学系女子の獲得に向け着実に実を結んでいます。和歌山高専の特徴を強くアピールす
るプロジェクト等も準備しています。今後を期待していただければと思います。
　最後に、本校は、講義のほかに実験・実習に重点を置いた教育を行い、高度な知識と技術
を身につけ、新しい時代に対応した想像力に富み、人間性豊かで、また、国際社会にも貢献
できるエンジニア育成を目指すとアドミッションポリシーで謳っています。そして、新産業
の創成を念頭に教員の研究力向上も目指しています。保護者の方々や後援会、同窓会、本校
をご支援いただいている皆様に心から感謝申しあげますとともに、今後とも本校の発展にご
支援くださるようお願い申しあげます。



1964（昭和39年）
　　４月１日

1965（昭和40年）
　　４月12日
1969（昭和44年）
　　４月１日
1993（平成５年）
　　４月１日
1994（平成６年）
　　４月１日
1995（平成７年）
　　４月１日
2002（平成14年）
　　４月１日

2003（平成15年）
　　４月１日
2004（平成16年）
　　４月１日

2008（平成20年）
　　５月19日
2009（平成21年）
　　４月１日
2010（平成22年）
　　４月30日
2013（平成25年）
　　４月１日
2014（平成26年）
　　９月１日
2014（平成26年）
　　11月29日
2017（平成29年）
　　４月１日

機械工学科、電気工学科及び工業化学科の３学科で発足した。
（昭和39年法律第９号、入学定員各科40名、計120名）

御坊市名田町野島77番地に本校舎を移転した。

土木工学科を設置した。（入学定員40名）

工業化学科を物質工学科に改組した。（入学定員40名）

土木工学科を環境都市工学科に改組した。（入学定員40名）

総合技術教育研究センターを設置した。

専攻科（メカトロニクス工学専攻、エコシステム工学専攻）を設置した。
（各定員８名、修業年限２年）

総合技術教育研究センターを地域共同テクノセンターに改称した。

独立行政法人国立高等専門学校機構が設立され、同機構が設置する国立高等専門学校となった。
電気工学科を電気情報工学科に改めた。（入学定員40名）

ロボット教育センターを設置した。

機械工学科を知能機械工学科に改めた。（入学定員40名）

国際交流会館を設置した。

旧実習工場の改修工事を終え、ものづくりセンターとして供用を開始した。

寄宿舎８号館（新営）の供用を開始した。（定員100名）

創立50周年記念式典を挙行した。

物質工学科を生物応用化学科に改めた。（入学定員40名）

沿　革

名誉教授

　　氏　　　名　　　等　 田　縁　正　幸 韮　澤　弘　志 博士（英語学） 森　川　　　寿
玉　置　邦太郎 博士（工学） 谷　口　　　邁 工学博士 藤　原　昭　文 工学博士 溝　川　辰　巳
鈴　木　正　義 溝　口　幸　美 博士（工学） 坂　田　光　雄 堀　江　振一郎

工学博士 岡　本　　　平 西　芝　茂　樹 渡　邊　仁志夫 博士（工学） 西　本　圭　吾
山　岸　昭　英 博士（工学） 猪　飼　健　夫 博士（工学） 久保井　利　達 博士（工学） 中　本　純　次

博士（工学） 宮　原　一　典 尼　田　正　男 博士（工学） 福　田　　　匡
工学博士　 橋　口　清　人 工学博士 佐々木　清　一 博士（工学） 徳　田　将　敏

吉　川　壽　洋 工学博士 高　木　浩　一 工学博士 藤　本　　　晶
原　　　敏　晴 冨　上　健次郎 医学博士 山　川　文　徳

理学博士　 興　地　斐　男 工学博士 小　川　一　志 工学博士 大久保　俊　治

歴代校長

氏 名 在　任　期　間
初代 澤　井　八洲男 1964（昭和39年）.４.１〜1972（昭和47年）.３.31
２代　　工学博士　　近　藤　繁　人 1972（昭和47年）.４.１〜1980（昭和55年）.４.１
３代　　工学博士　　市　原　松　平 1980（昭和55年）.４.１〜1985（昭和60年）.３.31
４代　　工学博士　　阿　河　利　男 1985（昭和60年）.４.１〜1991（平成３年）.３.31
５代　　工学博士　　岡　本　　　平 1991（平成３年）.４.１〜1997（平成９年）.３.31
６代　　理学博士　　興　地　斐　男 1997（平成９年）.４.１〜2003（平成15年）.３.31
７代 山　本　　　博 2003（平成15年）.４.１〜2004（平成16年）.12.30
８代 韮　澤　弘　志 2005（平成17年）.４.１〜2009（平成21年）.３.30
９代 堀　江　振一郎 2009（平成21年）.４.１〜2016（平成28年）.３.31
10代　　理学博士　　角　田　範　義 2016（平成28年）.４.１〜

校 長 挨 拶　http://www.wakayama-nct.ac.jp/gakkou/
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1．和歌山工業高等専門学校　概要

2

和歌山高専は、５年間の一貫教育により、すぐれ
た技術者を育成

　高等専門学校は、「深く専門の学芸を教授し、職業に必
要な能力を育成する」ことを目的として設置された、中学
校卒業程度を入学資格とする高等教育機関です。豊かな教
養と専門の工学とを身につけた技術者の育成を使命とし
て、５年制の一貫教育を行っています。
　和歌山工業高等専門学校は、1964（昭和39）年に設置さ
れました。現在、知能機械工学科、電気情報工学科、生物
応用化学科、環境都市工学科の４学科を有しています。
2002（平成14）年には、専門的なエンジニアを育成するた
め、メカトロニクス工学専攻およびエコシステム工学専攻
の専攻科（修業年限２年、定員各８名）が設置されまし
た。2019（令和元）年５月現在、学生総数は864名です。
　本校の教育目的は、理論を実践面に生かす柔軟な頭脳を
もった技術者を育成することであり、一般科目と専門科目
を有機的に関連させた特色ある教育課程を編成し、少人数
教育とあわせてきめ細かな教育を提供しています。
　また、全人教育の重要性から1968（昭和43）年以後、低
学年全寮制を導入し、それによって培われる自治と規律の
精神は、企業からも高い評価をいただいています。

和歌山高専の教育研究理念

　本校は、５年間の一貫教育を通じて、エンジニアとして
の素養を身につける基礎教育と、実践を重視した専門教育
を効果的に行うことにより、工学を社会の繁栄と環境との
調和に生かすための創造力と問題解決能力を身につけ、豊
かな人間性と国際性を備えた人材の育成を目指します。
　とりわけ自然環境に恵まれた和歌山県中南部に位置する
本校は、地域社会の特色を生かしつつ、地球環境に配慮し
た新技術の開発に貢献することにより、新たな課題に挑戦
します。
　こうした環境と地域連携を考慮した教育・研究活動が、
国際社会へもアピールできるよう努力を重ねます。



和歌山高専の特色ある教育

　技術者教育は、「ものづくりの教育」です。技術者は理
論だけでなく、実際に手を動かして体で覚える面も必要で
す。本校では、実験・実習を重視した教育をすることで、
ものづくりに必要なセンスを養います。本校が展開する技
術者教育の特色は次のとおりです。

・実験実習の重視
ものづくりのセンスは、実際にものに触れ、体験す
ることで養われます。入学当初から授業に実験実習を
多く取り入れるとともに、研究や企業でものづくりの
経験がある教員が指導します。

・基礎教育と専門教育の連携
低学年の数学や物理などの一般科目（基礎教育）か
ら高学年の専門教育へ切れ目のない連携により大学卒
業より２年早く実践的な技術者を育てています。

・インターンシップは全学生が体験
企業などにおいて製造や製品開発などの現場を体験
することにより専門やものづくりへの興味を深めてい
ます。第４学年ほぼ全員が１～２週間インターンシッ
プを体験しています。

・人間教育の重視
全国有数の大規模寮を利用した全人教育や、大学入
試にわずらわされないクラブ活動など、特色ある教育
を展開しています。

外部評価
　和歌山高専は、積極的に外部機関による客観的な評価を
受けています。それは本校の対外的な認知とともに、教育
における質保証と透明性の確保のためです。主な外部評価
は、機関別認証評価とJABEEの二つです。

　機関別認証評価
　2012年度、本校は、（独）大学改革支援・学位授与
機構により、高等専門学校機関別認証評価を受審し、
高等専門学校評価基準をすべて満たしている、との評
価を得ました。機関別認証評価は、学校の目的、教育
内容や成果、財務、管理運営、研究活動などの幅広い
観点から審査されるものです。

　JABEE（日本技術者教育認定機構）
　2018 年４月日本技術者教育認定機構（JABEE）の
継続審査を受けた本校は、「地域環境デザイン工学」
のプログラムによって、高等教育機関の実施する技術
者教育として社会の要求水準を満たしていると認定さ
れました。

大学等との交流（推薦制度等）

　和歌山高専専攻科には、早稲田大学大学院情報生産シス
テム研究科、北陸先端科学技術大学院大学等への大学院推
薦入試制度があります。
　また、本科・専攻科は、2006年３月に大阪大学工学部／
大学院工学研究科、2007年10月に大阪大学基礎工学部／大
学院基礎工学研究科、2007年３月には京都大学工学部・大
学院工学研究科と教育研究交流協定を結び、緊密な交流を
推進しています。2015年３月に和歌山大学システム工学部
と編入学学生のための単位互換に関する協定を結びまし
た。
　さらに、2007年11月に和歌山県教育委員会と和歌山県内
工業高校との連携協力包括協定を締結しました。
　2018年３月には鳥羽商船高専と包括連携協定を締結し、
防災に関する相互協力や特に海洋面での教育及び学術研究
交流を推進していきます。2018年５月には、この連携協定
企画として、「鳥羽丸」が日高港に入港しました。

海外との交流

　和歌山高専は、「国際性を備えた人材の育成」を図る施
策の一つとして、上海電機学院（中華人民共和国）との交
流を行っています。2002年に交流協定を締結、2004年より
学生交流が始まり、年１回、10数名の学生が、約２週間の
相互訪問を行っています。
　2011年３月にこれまでの協定を発展させ、相互の学校に
おいて正規課程修了のための修学が可能となる新たな協定
を締結し、本格的な相互留学ができるようになりました。
　また、国際的に開かれた学園を目指すために2010年春に
は国際交流会館を設置しました。
　さらに、2016年８月にアトマジャヤ大学（インドネシア
共和国）、2016年９月にはスラバヤ工科大学（インドネシ
ア共和国）、2017年９月にはボゴール農科大学（インドネ
シア共和国）と学術交流協定を締結しました。

グローバル化に対応する学生の留学支援では、文部科学
省と（独）日本学生支援機構が実施している「官民協働海
外留学支援制度〜トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログ
ラム〜」を利用して毎年数名の学生が短期留学をしていま
す。
　2019年５月現在、５ヶ国９名の留学生が本科に在籍し、
日本人学生とともに卒業をめざして学んでいます。

3
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学生の活躍

　学生の研究発表、コンテストへの参加、クラブなどの活動により多くの成果をあげています。2018 年度の主な活躍は
下記のとおりです。特に、専攻科生が国内外の国際会議で活発に研究発表を行い、ポスタープレゼンテーション賞をはじ
め多くの賞を受賞しました。

サイエンスキャッスル2018関西大会で優秀賞

第1回システム創成コンテストで入賞

「インターナショナルロボットハイスクール」で
最優秀研究報告賞を受賞

国際会議で最優秀プレゼン賞を受賞

第31回全国高専ロボコンでデザイン賞受賞

国際会議で最優秀論文賞を受賞

　物質工学科３年の学生２名が、2018年12月に大阪で開催
された大会で「和歌山県の温泉水を用いたメタンハイドレー
ト採掘技術」について研究発表し優秀賞を受賞しました。

　電気情報工学科３年の学生３名は2019年３月東京で開催
されたコンテストで「共同浴場の混雑状況を確認できるシス
テム」について発表とデモンストレーションを行い、特別賞
を受賞しました。

　知能機械工学科５年生の学生が、2018年９月に東京ビッ
グサイトで開催された「インターナショナルロボットハイス
クール」で最優秀研究報告賞を受賞しました。

　専攻科生が、2018年10月にインドネシアで開催された
The 4th International Biology Conference –2018でホルムア
ルデヒドを分解する微生物の遺伝子に関する発表で最優秀ポ
スタープレゼンテーション賞を受賞しました。

　高専ロボコン 2018「Bottle-Flip Cafe」近畿大会でアイデ
ア賞に選ばれ、11 月の東京・両国国技館で行われた全国大
会への出場を果たし、デザイン賞を受賞しました。

　専攻科生が2018年８月にマレーシアで開催されたICASSDA
2018に松葉杖歩行の訓練装置の開発に関する論文投稿して
採択され、さらに講演会で「Best Paper Award」を受賞しま
した。



和歌山工業高等専門学校　概要

地域への貢献
　和歌山高専は、和歌山県中南部地域で唯一の高等教育機
関として地域の発展に貢献しています。御坊地域において
和歌山高専産官学技術交流会への参加・支援を行っていま
す。紀陽銀行との包括協定により、学生と県内企業との交
流の機会を提供するために「産業勉強会」を開催していま
す。
　また、小中学生向けの数多くの公開講座、出前授業など
を開催するとともに「きのくにロボットフェスティバル」
の実行委員会のメンバーとして毎年開催に協力していま
す。

地域に役立つ研究
・地元市町村の求めに応じて「津波浸水ハザードマッ

プ」を作成しました。
・地元自治体や教育機関を対象とした講演会などを通し

て、防災対策や防災教育の企画・実施を支援していま
す。

・梅などの農産物やウツボなどの海産物の食品加工や機
能に関する技術開発を行っています。

・地方創生事業の一環として、「ふれあいと健康と企業
のまち創生協議会」から研究委託を受け、美浜町の松
林保護を目指した５つの研究テーマに全学科が協力し
て実施しました。

・和歌山県が実施する地域防災リーダーを育成するため
の防災に関する知識、技術を学ぶ「紀の国防災人づく
り塾」に協力しています。

・地元水産会社と本校の共同開発によりニシン廃棄部位
を使用した魚粉肥料の製品化に成功し、地元のミカン
生産に活用できるサイクルを確立しました。

・和歌山産学官技術交
流会メンバー企業と
わさびのハイブリッ
ド型水耕栽培の共同
研究に取り組んでい
ます。

和歌山高専の「地方創生プログラム」

　本校が位置する和歌山県中南部地方は、自然環境に恵ま
れた土地柄ですが、少子高齢化や人口減少の傾向が著し
く、先行きが不透明なため、地方創生が何よりも重要な課
題となっています。
　その中にあって、本校は2006年から一貫して教育理念の
中に地域志向を盛り込んでおり、その経緯から2015年度に
は文部科学省から「地（知）の拠点（COC）大学」の認
定を受け、「わかやまを知る若手エンジニアを育成し地域
の未来を切り拓く―「地」の「知」の拠点としての和歌山
高専―」の事業を推進しています。地域についての深い知
識を持った人材を育てるために地域関連の科目や実験・研
究の導入と地域に根差した人材を育てるための学生主導の
公開講座の開設を行っています。今後もより一層地域色の
強い教育・研究を目指していきます。
　また、本校は和歌山大学が中心となって2015年度に採
択された「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
（COC+）」にも参画しており、和歌山県立医科大学、和
歌山信愛女子短期大学、近畿大学生物理工学部の他、多く
の大学、和歌山県、地方公共団体そして企業等と協働し地
域の課題に取り組んでいます。その目的は、学生にとって
魅力的な働く場を和歌山県内に創出・開拓し、そして地域
が求める人材の育成を行うことです。オール和歌山の大き
な取組の中でも県中南部に位置する唯一の高等教育機関と
してその責務を果たしていきます。

5

きのくにロボットフェスティバル 2018

学生による「わかやま学」の発表会の様子



２．組織

6

知的財産評価委員会

ロボット教育センター

知能機械工学科

生物応用化学科

総務・企画係

情報マネジメント室

校長補佐

人権教育委員会

ハラスメント防止委員会

男女共同参画推進室

ロボット教育センターWG

FD・SD委員会

外部評価検討WG 遺伝子組換え実験安全
委員会

広 報委員会

総合教育科防火防災対策委員会

情報セキュリティ管理委員会

教育システム点検委員会

環境マネジメント委員会

施設マネジメント委員会

（リスク管理室）

主な委員会等

野村英作

北澤雅之

山吹巧一

赤崎雄一

（ＣＯＣ担当） 土井正光 
（海洋プロジェクト担当） 綱島克彦

専攻科長　山口利幸

主任　大村高弘

主任　岡本和也

主任　吉田芳弘

センター長　辻原　治 

センター長　綱島克彦 

センター長　山口利幸

室長　辻原　治 

主任　米光　裕

主任　小池信昭

福田　宏

角田範義

２０１９年度 組織図・運営図

教職員数

区分 校長 教授 准教授 講師 助教 教員
計 職員 教職員

計

現員 1 26 29 1 5 62 38 100

定員 1 26 29 1 5 62 39 101

2019 年５月１日現在

※教員48人が博士号取得

2019 年５月１日現在
知能機械
工学科

電気情報
工学科

生物応用
化学科

環境都市
工学科

総　合
教育科 計

年
齢
別

60歳以上63歳以下 1 1 3 1 4 10
55歳以上60歳未満 1 2 1 1 6 11
50歳以上55歳未満 2 2 2 0 5 11
45歳以上50歳未満 0 2 3 4 2 11
40歳以上45歳未満 2 0 2 0 0 4
35歳以上40歳未満 2 2 1 2 1 8
30歳以上35歳未満 1 1 0 2 2 6

30歳未満 0 0 0 0 0 0
男
女
別

計 男 9 9 11 10 17 56
女 0 1 1 0 3 5

（年齢は年度末年齢）

教員の年齢構成・男女別構成



3．知能機械工学科　Department of Intelligent Mechanical Engineering
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あらゆる産業を支える「ものづくり」
　機械工学の知識および技能は、機械・電気のみならず、
化学、土木・建築、食品などの製造業や、鉄道、航空、空
港、電力・ガスなどのインフラ産業でも必要とされていま
す。あらゆる業種で活躍できる人材を育成するために、知
能機械工学科では、カリキュラムを力学・材料系、熱・流
体系、設計・工作系、情報・制御系の４分野で編成し、教
育しています。

「ものづくり」エンジニアになるために
　知能機械工学科は5年間で「ものづくり」に関する教育
を行っています。一般教養科目および機械工学科目の授業
を通じて機械技術の急速な進歩に対応できる基本的知識を
身につけます。また、1年〜３年までの工作実習、および
４年、５年の工学実験を通じて「ものづくり」エンジニア
に必要な技能、態度、熱意を身につけます。

情報制御に強い「ものづくり」エンジニア
　近年、ロボットやIoT技術にも精通した機械技術者が産業
界で求められています。そのニーズに応えるべく、知能機
械工学科では、学生は「機械」だけでなく「情報・制御」
に関する専門知識と技能を習得します。情報制御に関する
専門知識を身につけた上で、自らが計画・実行・検証する
自主実験や卒業研究に取り組みます。

「ものづくり」エンジニアの理念
　ものづくり企業は、所定の機能を満たし、安全性が確認
できるものを製作しますが、製作したものが社会および地
球環境にとって有益なものであることが前提となります。
知能機械工学科は、卒業研究を通じて持続可能な社会・環
境の形成に貢献できるエンジニアの育成を目指します。 自主実験（ロボットの制御）

ロボット創作実習

工作実習（旋盤加工）

卒業生プロフィール
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和歌山高専が求める学生像
・基礎学力に基づき、自らの考えを文書や口頭で

説明・理解させることができる人
・科学技術に興味を持ち、志望する学科の専門知

識と技術を修得したい人
・自ら積極的に行動し、充実した高専生活を送り

たい人
・将来、修得した専門知識や技術を活かした仕事

に就きたい人

知能機械工学科が求める学生像
・ロボットなどの知的機械を自作するための知識

と技術を学びたい人
・自らの工夫で新しい装置を創造する意欲のある人
・機械工学を通して人と地球にやさしい社会の形

成に貢献したい人

工業英語

自動制御・電子制御

メカトロニクス

エネルギー工学

流体工学・熱工学

卒業研究（発表会の様子）

卒業生プロフィール
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開設単位数 188 34 37 36 85

修得単位数 167以上 33 35 35 64以上

総　　　　計

注　一般科目75単位以上、専門科目82単位以上、かつ合計167単
位以上修得すること。

（専門科目の選択科目のうち２単位は必須。　一般科目または専
門科目の選択科目のうち10単位以上（167−（75＋82））は自由に
選択可能。）

所　　属 氏　　名 担　当　科　目

元・日立金属㈱ 佐々木俊明 * 環境 ･ 福祉工学、デザイン工学、
生産工学 *

元・和歌山高専
博士（工学） 徳田　将敏 *

電子制御、計測工学、メカトロニクス設計、
電気エネルギー、メカトロニクス、
実験計画法、数学、計測制御工学 *

HNS INC. CEO
Ph. D. 西畑　秀夫 工業外国語、工作機械、

生産工学概論

元・和歌山高専
博士（工学） 福田　　匡 エネルギー工学

元・和歌山高専
工学博士 藤原　昭文 材料力学特論

元・和歌山高専
工学博士 溝川　辰巳 応用物理

非常勤講師

　* は専攻科担当教員（専攻科科目）

開設単位数 96 28 27 18 12 15

修得単位数 75以上 27 25 17 注

一般科目合計

職　　名 氏　　名 担　当　科　目

教　　授 博　士
（工　学）

大村　高弘*
OHMURA Takahiro

応用数学、熱力学、工業熱力学、
機械工学実験、機械工学概論、
熱流体工学*

博　士
（工　学）

樫原　恵藏*
KASHIHARA Keizo

材料学、機械設計製図、工作実習、
機械工学実験、
材料科学*

博　士
（工　学）

北澤　雅之*
KITAZAWA Masayuki

機構学、機械設計法、機械システム工学、
機械設計製図､工作実習、ロボット創作実習、
電子制御、機械工学実験

准 教 授 博　士
（工　学）

山東　　篤*
SANDO Atsushi

工業力学、振動工学、材料力学、
工作実習、機械工学実験、
数値計算・解析法*

博　士
（工　学）

津田　尚明*
TSUDA Naoaki

工作実習、自動制御、情報処理、
情報工学、機械工学実験、
ロボット工学*

博　士
（工　学）

早坂　　良*
HAYASAKA Ryo

応用数学、水力学、流体力学、
コンピュータ入門、流体工学、機械工学実験、
機械工学概論

工学修士 三原　由雅*
MIHARA Yoshimasa

機械設計法、機械設計製図、
工作実習、ロボット創作実習、
機械工学実験

博　士
（工　学）

村山　　暢
MURAYAMA Toru

長期海外出張

助　　教 博　士
（工　学）

田邉　大貴*
TANABE Daiki

機械工作法、工作実習、ロボット創作実習、
機械工学実験、
精密加工学*

知能機械工学科 教員 知能機械工学科 専門科目教育課程（平成31年度以降入学）

授業科目
単位数 1年 2年 3年 4年 5年

必修科目

応用数学 4 2 2

応用物理 2 2

工業外国語 1 1

工業力学 1 1

振動工学 2 2

材料力学 4 2 2

材料学 3 1 2

熱力学 1 1

工業熱力学 2 2

水力学 1 1

流体力学 2 2

機構学 2 2

機械設計法 4 2 2

機械システム工学 2 2

機械工作法 3 2 1

機械設計製図 8 2 2 2 2

工作実習 6.5 2 3 1.5

ロボット創作実習 1.5 1.5

電子制御Ⅰ , Ⅱ , Ⅲ 6 2 2 2

自動制御 2 2

コンピュータ入門 2 2

情報処理 3 1 2

メカトロニクス設計 2 2

計測工学 2 2

機械工学実験 4.5 3 1.5

卒業研究 8.5 8.5

小　計 80 6 10 18 25 21

選択科目 単位数 1年 ２年 ３年 ４年 ５年

材料強度学 2 2

流体工学 2 2

生産管理工学 2 2

情報工学 2 2

企業実践講座 1 1

学外実習 1 1

県内インターンシップ 2 2

小　計 12 0 0 0 4 8

開設単位数 92 6 10 18 58

修得単位数 82 以上 6 10 18 注

＊は必ず履修　＊＊は履修できるのはどちらか一つ

*

**

**



4．電気情報工学科　Department of Electrical and Computer Engineering

10

「課題発見解決型」の技術者養成
　電気情報工学科は、日々発展する電気・電子・情報技術
に対して柔軟に対応できる、自ら課題を発見し、解決する
能力を備えた技術者を育成しています。基礎学力の定着と
応用力の涵養を重視する教育課程は、「基礎・総合」系、
「電子情報」系、「電気システム」系の各専門科目から編
成されます。

「基礎・総合」系専門科目
　専門基礎科目となる電気回路論や電気磁気学等を開設
し、「電子情報」系の基礎科目である情報処理、電子回路
等も必修科目とすることにより、専門分野に柔軟に対応で
きる基礎学力の養成を図っています。

「電子情報」系・「電気システム」系専門科目
　主に選択科目として開設しています。「電気システム」
系では認定に必要な選択科目をすべて履修すると、卒業後
５年間の実務経験のみで、第２種電気主任技術者の資格を
取得できます。

学外実習・海外研修旅行
　企業における就業を経験する学外実習（インターンシッ
プ）、国際社会の状況を肌で感じることのできる海外研修
旅行を実施しています。

卒業生の進路
　本学科卒業生は、電気・電子機器産業や情報・通信産業
をはじめ、各種インフラ（エネルギー・輸送・放送）や各
種プラント、金融などあらゆる分野に就職しています。生
産技術のエキスパートとして、あるいは、ハードウェアお
よびソフトウェアの設計・開発者として技術現場で広く活
躍しています。
　本校専攻科、あるいは国公立大学３年次への進学者も増
えています。

バーチャルリアリティ実習

ＩＣアンプの作成

交流回路実験

ロボット製作と制御プログラムの開発ＯＢによる企業研究会
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マレーシア・シンガポール研修旅行

卒業研究

卒業生プロフィール

 
 
　

　

　

 
　

　

　

　

和歌山高専が求める学生像
・基礎学力に基づき、自らの考えを文書や口頭で

説明・理解させることができる人
・科学技術に興味を持ち、志望する学科の専門知

識と技術を修得したい人
・自ら積極的に行動し、充実した高専生活を送り

たい人
・将来、修得した専門知識や技術を活かした仕事

に就きたい人

電気情報工学科が求める学生像
・電気エネルギーで私たちの社会を豊かにしたい人
・アプリや人工知能のしくみを学びたい人
・ロボットなどを思い通りに動かすための知識と

技術を学びたい人

女子学生懇談会
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授業科目
単位数 1年 2年 3年 4年 5年

必修科目

応用数学 2 2

応用物理 2 2

工業外国語 2 2

電気回路Ⅰ , Ⅱ 5 3 2

電気回路Ⅲ 2 2

電気磁気学Ⅰ 2 2

計算機入門 2 2

情報処理Ⅰ , Ⅱ 4 2 2

情報処理Ⅲ 2 2

アルゴリズムとデータ構造Ⅰ 2 2

アルゴリズムとデータ構造Ⅱ 2 2

電子回路Ⅰ , Ⅱ 4 2 2

計算機アーキテクチャ 2 2

マイクロコンピュータ 2 2

情報通信 2 2

回路網理論 2 2

電子工学 2 2

電気材料 2 2

電子計測 2 2

電気機器 2 2

自動制御 2 2

ＯＳとセキュリティー 2 2

電気情報工学実験 12 2 2 3 3 2

卒業研究 10 10

小　計 73 6 13 21 19 14

選択科目 単位数 1年 2年 3年 4年 5年

システム設計 2 2

ＩＣ応用回路 2 2

電気磁気学Ⅱ 2 2

電気設計 2 2

パワーエレクトロニクス 2 2

送配電工学 2 2

発変電工学 2 2

高電圧工学 2 2

電気法規・電気施設管理 1 1

企業実践講座 1 1

学外実習 1 1

県内インターンシップ 2 2

小計 21 0 0 0 12 9

開設単位数 94 6 13 21 54

修得単位数 82以上 6 13 21 注

職　　名 氏　　名 担　当　科　目

准 教 授 博　士
（工　学）

岡本　和也*
OKAMOTO Kazuya

工業外国語、電子回路、マイクロコンピュータ、
ＩＣ応用回路、電気情報工学実験、
応用電子回路*

教　　授 博　士
（工　学）

山吹　巧一*
YAMABUKI Koichi

工業外国語、電子計測、送配電工学、
発変電工学、高電圧工学、電気情報工学実験、
パワーエレクトロニクス特論*

博　士
（工　学）

山口　利幸*
YAMAGUCHI Toshiyuki

工業外国語、電気回路、電気材料、
回路網理論、電気情報工学実験、
機能材料学*

博　士
（工　学）

謝　　孟春*
XIE Mengchun

工業外国語、アルゴリズムとデータ構造、
システム設計、情報科学、電気情報工学実験、
情報理論*、創造プログラミング*

准 教 授 博　士
（情報工学）

岩﨑　宣生*
IWASAKI Nobuo

応用数学、工業外国語、情報処理、
メディア情報工学、電気情報工学実験、情報工学、
信号処理理論*、情報伝送工学*

博　士
（工　学）

岡部　弘佑*
OKABE Kousuke

工業外国語、電気回路、ロボット工学基礎、
自動制御、電気情報工学実験、
電気工学概論、センサー工学*

博　士
（工　学）

竹下　慎二*
TAKESHITA Shinji

工業外国語、電気回路、電気磁気学、
電気情報工学実験、
応用エネルギー工学*

博　士
（工　学）

直井　弘之*
NAOI Hiroyuki

工業外国語、電子工学、
電気機器、電気情報工学実験、光エレクトロニクス、
物性物理*

博　士
（工　学）

村田　充利*
MURATA Mitsutoshi

工業外国語、計算機入門、情報処理、
情報通信、システム設計、オペレーティングシステム、
情報セキュリティ、電気情報工学実験

工学修士 森　　　徹*
MORI Toru

応用数学、工業外国語、電気回路、
計算機アーキテクチャ、データベース論、数値解析、
コンピュータグラフィックス、電気情報工学実験

電気情報工学科 教員 電気情報工学科 専門科目教育課程（平成31年度以降入学）

開設単位数 96 28 27 18 12 15

修得単位数 75以上 27 25 17 注

一般科目合計

開設単位数 190 34 40 39 81

修得単位数 167以上 33 38 38 58以上

総 計

注　一般科目75単位以上、専門科目82単位以上、かつ合計167単位
以上修得すること。

（専門科目の選択科目のうち９単位は必須。一般科目または専門科目の
選択科目のうち１０単位以上（167−（75＋82））は自由に選択可能。）

所　　属 氏　　名 担　当　科　目

（一社）関西電気管理技術者協会
中平電気管理事務所 中平　仁司 電気設計、電気法規・電気施設管理

㈲松房電機 松房　次郎 電気製図、パワーエレクトロニクス、
電気工学概論

* は専攻科担当教員（専攻科科目）

非常勤講師

＊は必ず履修　＊＊は履修できるのはどちらか一つ

*
**
**



5．生物応用化学科　Department of Applied Chemistry and Biochemistry
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生物応用化学科について
　生物応用化学科は、身の回りに存在する色々な物質につ
いて、化学的および生物工学的な面から理解し、それらの
知識を基礎にして、地球環境保全を考慮しながら人類に役
立つ物質を創造できる人材の育成を目標にしています。多
くの授業や実験により、化学やバイオテクノロジーに関
する深い知識、技術が学べます。低学年からくさび形に専
門科目を配置し、４年生からはさらに専門的な「応用化学
コース」と「生物化学コース」に分かれるのが特徴です。

生物応用化学科の学習内容
　低学年（１〜３年生）の科目は、国語、英語、数学、社
会、体育等の一般科目および物理、情報処理等の数理工学
系科目に加えて、化学系・生物系科目や実験があります。
化学系・生物系科目は学年が上がるに従って増えていきま
す。４年生からは「応用化学コース」と「生物化学コー
ス」に分かれ、それぞれの専門的な科目とともに、コース
共通の化学・生物工学系科目、キャリアデザイン系科目、
卒業研究等を配置しています。

卒業生の進路
　本学科（物質工学科）卒業生は、化学工業の分野はもちろ
ん、医薬品関連産業や食品関連産業に従事し、生産現場や技
術現場での技術職や研究職に就き、関連した化合物を分析・
創造する“分子を操る”プロフェッショナルとして活躍して
います。また、卒業生の約50％は、本校専攻科に進学した
り、大学（工学・理学・農学分野など）の３年次に編入して
います。

応用化学系科目

工学実験

生物化学系科目

工学実験

（応用化学コース） （生物化学コース）

化学・生物工学系科目
キャリアデザイン系科目

卒業研究

卒業研究発表会（5年）

研修旅行（北海道・4年）

メタンハイドレートの紹介（和高専フェア）

有機反応実験（3年）

基礎実験（3年）

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

進路別人数の推移（物質工学科）
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和歌山高専が求める学生像
・基礎学力に基づき、自らの考えを文書や口頭で説

明・理解させることができる人
・科学技術に興味を持ち、志望する学科の専門知識と

技術を修得したい人
・自ら積極的に行動し、充実した高専生活を送りたい人
・将来、修得した専門知識や技術を活かした仕事に就

きたい人

生物応用化学科が求める学生像
・化学の力で発明したい！ 化学的に、人に役立つ物質

を作ったり、新しい物質を発明したい人
・生物の神秘を発見したい！ 生物の力を活かして有用

な物質を作ったり、未知の物質を発見したい人
・国際的に活躍したい！ 国際性を身につけつつ、地域

の特徴や環境に配慮したものづくりをしたい人

わかやま環境賞受賞 サイエンスキャッスル受賞

卒業生プロフィール

自由研究や外部発表にもチャレンジ！
　３年生の基礎実験では、チームを組んで自由なテーマで研
究を進める機会が、学生全員に対してあります。
　中には、先生と相談しながら自主的に研究を深め、外部で
の成果発表にチャレンジし、優れた成果を残すチームもあり
ます。
　卒業研究で研究が進展すれば、国内の学会はもちろんのこ
と、海外の学会で発表する学生もいます。
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所　　属 氏　　名 担　当　科　目

和歌山大学　准教授
博士（学術） 奥野　恒久 量子化学

元・公立高校 嶋田　佳一 応用数学

（一社）近畿化学協会、
元・花王㈱　理学修士 髙橋　広通 環境工学

元・大阪府立大学
工学博士 水野　一彦 物性物理化学、有機資源化学

元・公立高校 湯川　逸紀 生物、総合理科

元・本州化学工業㈱ 吉本　康久 移動速度論、計測制御工学

非常勤講師

　* は専攻科担当教員（専攻科科目）

生物応用化学科 専門科目教育課程（平成31年度以降入学）

開設単位数 96 29 26 18 12 15

修得単位数 75以上 28 24 17 注

一般科目合計

開設単位数 194 35 33 36 45 49

修得単位数 167以上 34 31 35 67以上

総　　　　計

注　一般科目75単位以上、専門科目82単位以上、かつ合計167単位
以上修得すること。

（専門科目の選択科目のうち２単位は必須。  一般科目または専門科目
の選択科目のうち１０単位以上（167−（75+82））は自由に選択可能。）

授業科目
単位数 1年 2年 3年 4年 5年

必修科目

応用数学 2 2

応用物理 4 2 2

情報処理 3 2 1

生物応用化学入門 2 2

生物 2 2

分析化学 3 1 2

有機化学 4 1 2 1

無機化学 4 2 2

物理化学 4 2 2

生命科学 2 2

化学工学 5 1 2 2

発酵科学 2 2

生物化学 2 2

機器分析 2 2

高分子化学 2 2

反応工学 2 2

工学ゼミナール 1 1

生物応用化学実験Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 17 2 3 4 8

卒業研究 13 13

応用化学コース必修科目

　材料化学 2 2

　合成化学 2 2

生物化学コース必修科目

　分子生物学 4 2 2

小計 80 6 7 18 29 20

選択科目 単位数 1年 2年 3年 4年 5年

先端工学概論 2 2

地域イノベーション工学特論 2 2

計測制御工学 2 2

移動速度論 2 2

食品工学 2 2

天然資源化学 2 2

生物資源科学 2 2

企業実践講座 1 1

学外実習 1 1

県内インターンシップ 2 2

小計 18 0 0 0 4 14

開設単位数 98 6 7 18 33 34

修得単位数 82以上 6 7 18 注

＊は必ず履修　＊＊は履修できるのはどちらか一つ

職　　名 氏　　名 担　当　科　目

教　　授 博　士
（工　学）

米光　　裕*
YONEMITSU Hiroshi

生物応用化学入門、生物、応用微生物学、
培養工学、物質工学特論、基礎実験、
物質工学実験、生物工学実験、細胞工学 *

博　士
（工　学）

野村　英作*
NOMURA Eisaku

生物応用化学入門、有機化学、高分子化学、
合成化学、物質工学特論、基礎実験、
物質工学実験、生物工学実験、反応有機化学 *

博　士
（工　学）

綱島　克彦*
TSUNASHIMA Katsuhiko

生物応用化学入門、無機化学、無機材料化学、
物質工学特論、基礎実験、物質工学実験、
生物工学実験、有機機能材料 *

博　士
（工　学）

岸本　　昇*
KISHIMOTO Noboru

生物応用化学入門、化学工学、反応工学、
物質工学特論、基礎実験、物質工学実験、
生物工学実験、分離工学 *

博　士
（薬　学）

土井　正光*
DOI Masamitsu

生物応用化学入門、生物化学、機器分析、
蛋白質工学、物質工学特論、物質工学実験、
生物工学実験、生体高分子 *

博　士
（工　学）

林　純二郎*
HAYASHI Junjiro

生物応用化学入門、分析化学、物理化学、
機器分析、物質工学特論、基礎実験、
物質工学実験、生物工学実験、環境分析 *

准 教 授 博　士
（工　学）

奥野　祥治*
OKUNO Yoshiharu

生物応用化学入門、有機化学、食品工学、
物質工学特論、生物応用化学実験、基礎実験、
物質工学実験、生物工学実験、化学

博　士
（工　学）

河地　貴利*
KAWAJI Takatoshi

生物応用化学入門、有機化学、有機材料化学、
物質工学特論、基礎実験、物質工学実験、
生物工学実験、化学反応論 *

博　士
（工　学）

楠部　真崇*
KUSUBE Masataka 

情報処理、生物応用化学入門、生物、
酵素化学、物質工学特論、生物応用化学実験、
物質工学実験、生物工学実験、遺伝子工学 *

博　士
（理　学）

SETIAMARGA Davin*
スティアマルガ　デフィン

生物応用化学入門、生物、分子生物学、
工業外国語、物質工学特論、基礎実験、
物質工学実験、生物工学実験、総合理科

博　士
（工　学）

西本　真琴*
NISHIMOTO Makoto

情報処理、生物応用化学入門、物理化学、
生物物理化学、物質工学特論、生物応用化学実験、
基礎実験、物質工学実験、生物工学実験

博　士
（工　学）

森田　誠一*
MORITA Seiichi

情報処理、生物応用化学入門、化学工学、
化学工学基礎、物質工学特論、物質工学実用数学、
基礎実験、物質工学実験、生物工学実験、
環境化学工学 *

生物応用化学科 教員

*
**
**



6．環境都市工学科　Department of Civil Engineering
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環境都市工学科について

　環境都市工学の技術は、地震や台風などの災害に強く安
全で、便利で活力があり、自然と調和した国土と地域づく
りを実現する社会基盤施設の整備に貢献しています。本学
科では、構造・材料、水理、地盤、交通、環境など分野毎
の基礎から応用の科目や計画、防災など分野をまたがる科
目を組み合わせて、人と自然が共生する国土や地域づくり
を考えることのできる技術者を育成する教育を行います。

カリキュラムについて

　現代の市民生活は、環境都市工学の技術者が築いた社会
基盤の上になり立っており、本学科ではまず環境都市工学
の技術者が果たす役割について深く学びます。社会基盤施設
の整備や運営のための計画、設計、施工管理、維持管理、
補修・補強方法などにわたって広く学習するとともに、自
学自習の能力を養い、またその方法を学びます。さらに、
専門科目の講義の他に、体験を重視した設計製図、実験、
実習、インターンシップ、卒業研究などがあります。
　また、計算内容や評価・管理方法の高度化・複雑化に対
応して、CADソフトなど各種ソフトウエアの利用について
も学びます。

全国高専デザコン・構造デザイン部門（釧路大会）

進路について

　主な就職先は、橋・道路・港湾等を建設する建設業、
JR西日本、JR東海、大阪ガスなどの鉄道・電力・通信・
ガス会社などです。また、構造物、地盤、環境および測量
などの調査設計をするコンサルタント会社にも就職してい
ます。本学科は、国土交通省、和歌山県、地元市町村など
公務員に多数の合格者を出しています。さらに本校専攻科
や国公立大学等への進学も活発です。このように、各自の
個性を活かした幅広い分野への進路が可能です。
　なお、本学科を卒業すると、申請するだけで測量士補の
資格を取得することができます。

現場見学（道路橋の点検）

凝集沈殿作用を利用した水質浄化実験

高専シンポジウムでの研究発表（栃木大会）
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鉄筋コンクリートはりの曲げ試験：
上から荷重をかけたときの変形量の測定の様子

自作のコンクリートカヌーでの競漕の様子

地震災害の現地調査の様子：
平成30年北海道地震

卒業生プロフィール

 
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

和歌山高専が求める学生像
・基礎学力に基づき、自らの考えを文書や口頭で

説明・理解させることができる人
・科学技術に興味を持ち、志望する学科の専門知

識と技術を修得したい人
・自ら積極的に行動し、充実した高専生活を送り

たい人
・将来、修得した専門知識や技術を活かした仕事

に就きたい人

環境都市工学科が求める学生像
　・街・道・港・橋などをつくりたい人
　・地球環境を守りたい人
　・災害から人の命を守りたい人
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授業科目
単位数 1年 2年 3年 4年 5年

必修科目

応用数学 I，II 4 4

応用物理 2 2

環境都市工学通論 1 1

コンピュータリテラシー 1 1

防災学概論 1 1

基礎情報処理演習Ⅰ，Ⅱ 3 1 2

応用情報処理演習 2 2

構造力学 I，II，III，Ⅳ 7 1 2 2 2

橋梁工学 2 2

建設材料学 1 1

コンクリート構造学 I，II 2 2

土質力学Ⅰ，Ⅱ 3 1 2

水理学 I，II 4 2 2

河川工学 2 2

都市地域計画 1 1

測量学 I，II，III 3 1 1 1

環境工学基礎 1 1

環境工学 I，II 3 1 2

環境工学Ⅲ 2 2

施工管理学 2 2

基礎製図Ⅰ，Ⅱ 2 1 1

設計製図 I，II，III 5 1 2 2

基礎実験 I，II 4 2 2

測量学実習 I，II 4 2 2

環境都市工学演習 2 2

卒業研究 10 10

小　計 74 4 8 18 30 14

選択科目 単位数 1年 2年 3年 4年 5年

振動工学 2 2

耐震工学 2 2

社会基盤メンテナンス工学 2 2

地盤工学 2 2

海岸工学 2 2

計画数理 1 1

交通システム 1 1

環境工学Ⅳ 1 1

企業実践講座 1 1

学外実習 1 1

県内インターンシップ 2 2

小　計 17 0 0 0 4 13

開設単位数 91 4 8 18 61

修得単位数 82以上 4 8 18 注

所　　属 氏　　名 担　当　科　目

パシフィックコンサルタンツ㈱ 伊崎　憲昭 景観工学

㈱オーシーティー 大平　智巳 設計製図

国土交通省近畿地方整備局
和歌山河川国道事務所 小澤　盛生 道路工学

元・国土交通省 桐野　利男 機械工学概論

㈲Ｓｏｔｏ 外園　　勝 景観工学

建築設計事務所
LOCAL STUDIO 田中　隆介 建築学概論

国土交通省近畿地方整備局
紀南河川国道事務所 堤　　英彰 道路工学

元・和歌山高専
博士（工学） 中本　純次 コンクリート構造学、

コンクリート構造学特論

㈱エム・エー・エス 山本　昌也 地形情報処理学

非常勤講師

　* は専攻科担当教員（専攻科科目）

環境都市工学科 専門科目教育課程（平成31年度以降入学）

開設単位数 96 28 27 18 12 15

修得単位数 75以上 27 25 17 注

一般科目合計

開設単位数 187 32 35 36 88

修得単位数 167以上 31 33 35 68以上

総　　　　計

注　一般科目75単位以上、専門科目82単位以上、かつ合計167単位以上修
得すること。（専門科目の選択科目のうち８単位は必須。　一般科目または専
門科目の選択科目のうち１０単位以上（167−（75＋82））は自由に選択可能。）

職　　名 氏　　名 担　当　科　目

教　　授 博　士
（工　学）

小池　信昭*
KOIKE Nobuaki

環境都市工学通論、水理学、水工水理学、
基礎実験、
水圏工学 *

博　士
（工　学）

辻原　　治*
TSUJIHARA Osamu

防災学概論、構造力学、総合演習、
振動工学、耐震工学、
建設設計工学 *

博　士
（工　学）

靏巻　峰夫*
TSURUMAKI Mineo

環境都市工学通論、情報処理、基礎製図、
設計製図、総合演習、応用情報処理演習、
都市環境工学、環境計画学、
環境アセスメント *

博　士
（工　学）

三岩　敬孝*
MITSUIWA Yoshitaka

建設材料学、コンクリート構造学、
設計製図、総合演習、社会基盤メンテナンス工学、
基礎実験、
応用材料工学 *

准 教 授 博　士
（工　学）

伊勢　　昇*
ISE Noboru

応用数学、都市地域計画、
計画数理、交通システム、基礎実験、
数理統計学 *、社会基盤計画学 *

博　士
（工　学）

林　　和幸*
HAYASHI Kazuyuki

土質力学、施工管理学、設計製図、
測量学実習、土質力学特論、基礎実験、
応用地盤工学 *

博　士
（工　学）

山田　　宰*
YAMADA Osamu

構造力学、設計製図、構造力学演習、総合演習、
鋼構造学、構造力学特論、基礎実験、
複合構造工学*

講　　師 博　士
（工　学）

青木　仁孝*
AOKI Masataka

測量学、測量学実習、水環境工学､ 総合演習、
上下水道工学、基礎実験、
地域環境工学 *

助　　教 博　士
（工　学）

平野　廣佑*
HIRANO Hirosuke

環境都市工学通論、測量学、測量学実習、
暮らしと環境問題、総合演習、環境地盤工学、
工業外国語、環境マネジメント *

博　士
（工　学）

横田　恭平*
YOKOTA Kyohei

コンピュータリテラシー、応用情報処理演習、
測量学実習、設計製図、基礎情報処理、
コンピュータ製図、資源循環システム学

環境都市工学科 教員

＊は必ず履修　＊＊は履修できるのはどちらか一つ

*

**

**
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総合教育科とは

　〈総合教育科〉は４学科共通の基礎教育科目である「一
般科目」を担当する部門です。和歌山高専の学生は専門科
目のほかに、国語、社会、数学、理科、外国語、体育、芸
術などの一般科目も学びます。高度な専門教育をより確実
により深く学ぶための準備段階として、言語、論理、感性、
社会、健康をめぐって、総合教育科の授業カリキュラムが
編成されています。

総合教育科　学習の心得

１　「論理的思考を楽しむ」
　自由な視野のもとで事物の本質を論理的に考え、ときに
は前提となる基盤さえも柔軟に更新するほどの論理的思考
を楽しむ。

２　「驚きとともに学ぶ」
　共感をもって人と自然から謙虚に学び、驚きとともに問
題を発見する行為を通じて、学ぼうとする自己を新鮮に保
つ。

３　「他者を知って助けあう」
　心身を健やかに保ち、折り目正しく、物怖じせず、礼を
重んじることで、ともに助けあえる協力関係を作る。

数学
　工学では、注目している現象を数式で表現し、数学で精
密に調べることにより、その現象のしくみや振る舞いを解
明します。このため、技術者には数式を正確に扱う技術だ
けでなく、物事を数学的に深く理解する力が求められます。
　高専では、このような数学の利用を想定して、学習の内
容や順番が決められています。実際の授業は、学生が計算
力と理解力を身につけ、これらを実践的な専門の場面で十
分に発揮できるように、講義と演習を取り混ぜながら進め
ます。

英語
　技術者に要求される実践的コミュニケーションに対応す
るため、「英語で積極的かつ能率的に情報を受信・発信で
きる能力」を養います。ネイティブスピーカーの常勤教員
による授業もあり、質の高い語学学習が行われます。
TOEICや英検などの外部試験の受験も奨励されます。ま
た「高専英語プレゼンテーションコンテスト」には７年連
続で全国大会に出場し、５度入賞しています。

理科
　理科は、自然界の成り立ちや、自然現象を貫く法則につ
いて学ぶ科目です。理科の学習を通して、工業技術の基礎
を学習します。さらに、工業技術が自然界や人間世界に対
してどのような関わりを持ち、私たちがどのように対応し
たらよいのか、多面的に考える能力を養います。高専にお
ける理科は、専門工学の基礎となる物理・化学の学習が中
心ですが、地球環境に対する理解を深めるため、生物・地
球科学についても学習します。
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体育・芸術
　心と身体の健康は、勉学の基本的な条件です。保健・体
育、芸術を通じて、心身の健康を培い、論理的思考はもち
ろんのこと、社会人として、あるいは人間として必要な、
豊かな感性と表現力を養います。

第２外国語
　語学を通じて、教養豊かな国際人を育成するため、第
４・５学年では、中国語、ドイツ語、フランス語の講座を
開設しています。

国語
　技術者にとって欠くことのできない、生産的な言語コ
ミュニケーション能力の獲得を目的として、情報の受信か
ら発信に至る日本語能力を、論理的思考・言語的感性の両
面にわたって育成します。

社会
　社会の歴史・現在を様々な角度から考察しながら、我々
がどこから来て今どこにいるのかを考えます。そのことを
通して、社会を分析・考察する能力を高め、科学技術が現
代社会にとって持つ意味を多角的に捉えることができるよ
うにします。

総合教育科教員による著作
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授業科目
単位数 1年 2年 3年 4年 5年

必修科目
国語 8 3 3 2
思考と表現 1 1
世界史 2 2
日本史 2 2
環境と社会 1 1
現代の世界 1 1
政治・経済 2 2
倫理 1 1
日本経済論 1 1
数学 Ⅰα 3 3
数学 Ⅰβ 3 3
数学 Ⅱα 4 4
数学 Ⅱβ 2 2
数学 Ⅲα 3 3
数学 Ⅲβ 2 2
物理 5 2 3
保健・体育 10 3 2 2 2 1
芸術 1 1
英語 2 2
英語総合 10 4 4 2
英語表現 2 2
英会話 1 1
英文法 2 2

知能機械工学科・電気情報工学科・環境都市工学科　必修科目
化学Ⅰ 3 3
化学Ⅱ 2 2
総合理科 1 1

生物応用化学科　必修科目
化学Ⅰ 3 3
化学Ⅱ 2 2
総合理科 1 1

必修科目小計
知能機械工学科
電気情報工学科
環境都市工学科 75

27 25
17 5 1

生物応用化学科 28 24
選択科目 単位数 1年 2年 3年 4年 5年

わかやま学 1 1
地域と文化 Ａ 1 1
地域と文化 Ｂ 1 1
地域と文化 Ｃ 1 1
第２外国語 ＡⅠ 2 2
第２外国語 ＢⅠ 2 2
第２外国語 ＣⅠ 2 2
英語 Ａ 2 2
英語 Ｂ 2 2
第２外国語 ＡⅡ 2 2
第２外国語 ＢⅡ 2 2
第２外国語 ＣⅡ 2 2
海外異文化交流（留学）  1 1 1 1 1 1

選択科目小計 21 1 2 1 7 14
開設単位数
　知能機械工学科
　電気情報工学科
　環境都市工学科 96

28 27
18 12 15

　生物応用化学科 29 26
修得単位数

知能機械工学科
電気情報工学科
環境都市工学科 75以上

27 25
17 注

　生物応用化学科 28 24

職　　名 氏　　名 担　当　科　目

教　　授 文学修士 吉田　芳弘
YOSHIDA Yoshihiro

英語総合、英文法、地域と文化、
第２外国語Ａ（ドイツ語）

博　士
（文　学）

赤崎　雄一*
AKASAKI Yuichi

世界史、現代の世界、政治・経済、
地域と文化、現代アジア論*

博　士
（理　学）

青山　歓生
AOYAMA Yoshio

物理

博　士
（理　学）

秋山　　聡
AKIYAMA Satoru

数学

博　士
（工　学）

岩本　仁志
IWAMOTO Hitoshi

化学

修　士
（学　術）

桑原　伸弘
KUWABARA Nobuhiro

保健・体育

修　士
（法　学）

後藤多栄子*
GOTOH Taeko

英語総合、英会話、英語Ａ、知的財産権、
実用英会話*、技術者倫理*

文学修士 平山　規義
HIRAYAMA Noriyoshi

英語、英語総合、英語Ａ、
第２外国語B（フランス語）

教育学修士 宮本　克之*
MIYAMOTO Katsuyuki

国語、
ビジネスコミュニケーション*

文学修士 和田　茂俊*
WADA Shigetoshi

国語、
ビジネスコミュニケーション*

准 教 授
修　士

（学　術）
芥河　　晋

AKUTAGAWA Susumu
保健・体育

理学修士 右代谷　昇
USHIROYA Noboru

数学

博　士
（理　学）

孝森　洋介*
TAKAMORI Yousuke

物理、応用物理、
量子力学*

Ｍ．Ａ.
（Ｍ．Ｅｎｇ.）

David MARSH
デビット　マーシュ

長期海外出張

体育学士 中出　明人
NAKADE Akito

保健・体育

博　士
（理　学）

濵田　俊彦*
HAMADA Toshihiko

数学、応用数学、
数理工学*

博　士
（工　学）

平岡　和幸*
HIRAOKA　Kazuyuki

数学、
線形代数*

文学修士 森岡　　隆*
MORIOKA Takashi

英語総合、地域と文化、英語Ａ、
時事英語*

助　　教
博　士 児玉　恵理

KODAMA Eri
日本史、環境と社会、倫理、地域と文化

博　士
（人間科学）

原　めぐみ
HARA Megumi

英語総合、英語表現、英文法、英語Ｂ

総合教育科 教員

所　　属 氏　　名 担　当　科　目
元･江蘇石油化工学院

（中華人民共和国） 今北　純子 第２外国語Ｃ（中国語）、日本語

元・公立高校 上田　芳裕 数学

元・公立高校 大野　規之 政治・経済、日本経済論

修士（文学） 小笠原愛子 国語

元・公立高校 小田　　憲 政治・経済、日本経済論

画家 西垣　至剛 芸術

元・公立高校 小出　敏弘 総合理科

Effort塾経営 小谷美代子 英語
印南町教育旅行誘致協議会

「いなみかえるの宿」 会長 庄田登紀美 日本事情

元・公立高校 戸根　恒夫 化学

博士（文学） 中山　良子 倫理

（有）WHY代表取締役 西口　　猛 数学

元・公立高校 濵野　公二 英語総合
奈良女子大学博士研究員
博士（文学） 的場　美帆 国語

元・和歌山高専
博士（英語学） 森川　　寿* 英語表現、英語、

テクニカルライティング*
和歌山大学大学院生 李　　　鵬 第２外国語C（中国語）

非常勤講師

* は専攻科担当教員（専攻科科目）

一般科目教育課程 （平成31年度以降入学）

＊必ず履修　＊＊単位取得の上限は１単位
注　一般科目75単位以上、専門科目82単位以上、かつ合計167単
位以上修得すること。

特別活動
単位時間数 1年 2年 3年

90 30 30 30

*

**

（理　学）
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　専攻科は、高専本科卒業生およびこれと同等の資格を有
する社会人等を対象として、さらに深く、幅広く教育研究
を行う２年制の課程です。
本校の専攻科では、
　①持続可能な社会の形成に活かせる創造力
　②多面的に問題を発見し、解決する能力
　③豊かな人間性と国際性
を備えた人材の育成を目的としています。また、本科の
４、５学年と合わせて「地域環境デザイン工学」教育プロ
グラムを設定し、国際的に通用する技術者の育成を目指し
ています。本教育プログラムは日本技術者教育認定機構
（ＪＡＢＥＥ）の認定を受けています。
　本校の専攻科には、「メカトロニクス工学専攻」（定員
８名）と「エコシステム工学専攻」（定員８名）の２専攻
が設置されています。
　また、本校の専攻科は（独）大学改革支援・学位授与機
構から特例適用専攻科の認定を受けているので、修了を
もって大学の工学部卒業生と同じ学士（工学）の学位を取
得できます。専攻科修了後は、企業等への就職や大学院へ
の進学（推薦入試制度あり）ができます。

メカトロニクス工学専攻

　高等専門学校等の知能機械工学系および電気情報工学系
学科において修得した知識と技術の上に、さらに専門性の
高い知識と技術が修得できます。知能機械と電気情報の両
分野が融合したメカトロニクス工学専攻では、計測制御、
材料、加工・設計、信号処理・情報伝送等の知識と技術を
学びます。これにより、企業等で製品や製造プロセスの設
計・開発を行うことのできる技術者、または大学院でさら
に高度な知識と技術を修得できる素養を持つ人材を養成し
ます。

エコシステム工学専攻

　高等専門学校等の物質工学系および環境都市工学系学科
において修得した知識と技術を基盤に、両専門分野を総合
するとともに、より専門性の高い教育を行います。また、
環境問題を幅広く考慮することを重視した指導を行いま
す。これにより、幅広い視点に立ち、人類に役立つ物質を
化学やバイオ技術を駆使して創造できる能力、あるいは都
市環境を形成する土木構造物や環境システムの設計･開発
等を行うことができる能力、さらには、地球環境保全にも
十分に対応できる能力等を備えた先端技術者を育成するこ
とに努めています。

特
別
研
究
発
表
会

工学特別実験：創造デザイン

工学特別実験

特別研究：ドローンの制御に関する研究

特別研究：太陽電池の作製

特
別
研
究
：
新
機
械
材
料
に
関
す
る
研
究
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数理統計学、数理工学、線形代数、数値計算・解析法、量子力学、物性物理、環境分析、環境化学工学
環境アセスメント、環境マネジメント

反応有機化学
有機機能材料
分離工学
化学反応論

建設設計工学
社会基盤計画学
複合構造工学

インターンシップ

インターンシップ

数理統計学、数理工学、線形代数、数値計算・解析法、量子力学、物性物理、情報理論、センサー工学、応用エネルギー工学、創造プログラミング

特別研究Ⅰ、Ⅱ

特別研究Ⅰ、Ⅱ
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メカトロニクス工学専攻 教育課程� 平成30年度以降入学 エコシステム工学専攻 教育課程� 平成30年度以降入学

授　業　科　目 単位数
1年 2年

前期 後期 前期 後期

一

般

科

目

○時事英語 2 2

○実用英会話 2 2

現代アジア論 2 2

ビジネスコミュニケーション 2 2

テクニカルライティング 2 2

○技術者倫理 2 2

一般科目　開設単位数 12 4 4 2 2

一般科目　修得単位 6単位以上

専

門

科

目

専

門

共

通

科

目

数理統計学 2 2

数理工学 2 2

線形代数 2 2

数値計算・解析法 2 2

量子力学 2 2

物性物理 2 2

情報理論 2 2

センサー工学 2 2

応用エネルギー工学 2 2

環境分析 2 2

環境化学工学 2 2

環境アセスメント 2 2

創造プログラミング 2 2

環境マネジメント 2 2

専門共通科目　開設単位数 28 10 10 6 2

専門共通科目　修得単位 12単位以上

専

門

専

攻

科

目

○工学特別ゼミナール 4 2 2

○工学特別実験 4 2 2

○特別研究Ⅰ 4 2 2

○特別研究Ⅱ 10 4 6

計測制御工学 2 2

パワーエレクトロニクス特論 2 2

ロボット工学 2 2

材料科学 2 2

機能材料学 2 2

精密加工学 2 2

熱流体工学 2 2

生産工学 2 2

信号処理理論 2 2

応用電子回路 2 2

情報伝送工学 2 2

インターンシップ 2 2

専門専攻科目　開設単位数 46 10 14 16 6

専門専攻科目　修得単位 36単位以上

一般・専門科目 開設単位数 合計 86 24 28 24 10

一般・専門科目 修得単位 62単位以上

［注］○印は必修科目
インターンシップ２単位は１年次または２年次で履修できる。開設単位数の欄では便宜上１年前期に集計してある。
工学特別ゼミナールは、通年履修科目であるが、開設単位数の欄では、便宜上、１、２年次共、前期に集計してある。
選択科目は、一般科目と専門科目から34単位以上修得すること。ただし、専門共通科目から12単位以上、専門専攻科目から14単位以上修得すること。

授　業　科　目 単位数
1年 2年

前期 後期 前期 後期

一

般

科

目

○時事英語 2 2

○実用英会話 2 2

現代アジア論 2 2

ビジネスコミュニケーション 2 2

テクニカルライティング 2 2

○技術者倫理 2 2

一般科目　開設単位数 12 4 4 2 2

一般科目　修得単位 6単位以上

専

門

科

目

専

門

共

通

科

目

数理統計学 2 2

数理工学 2 2

線形代数 2 2

数値計算・解析法 2 2

量子力学 2 2

物性物理 2 2

情報理論 2 2

センサー工学 2 2

応用エネルギー工学 2 2

環境分析 2 2

環境化学工学 2 2

環境アセスメント 2 2

創造プログラミング 2 2

環境マネジメント 2 2

専門共通科目　開設単位数 28 10 10 6 2

専門共通科目　修得単位 12単位以上

専

門

専

攻

科

目

○工学特別ゼミナール 4 2 2

○工学特別実験 4 2 2

○特別研究Ⅰ 4 2 2

○特別研究Ⅱ 10 4 6

反応有機化学 2 2

化学反応論 2 2

有機機能材料 2 2

遺伝子工学 2 2

細胞工学 2 2

分離工学 2 2

生体高分子 2 2

応用材料工学 2 2

応用地盤工学 2 2

建設設計工学 2 2

社会基盤計画学 2 2

水圏工学 2 2

地域環境工学 2 2

複合構造工学 2 2

インターンシップ 2 2

専門専攻科目　開設単位数 52 12 14 20 6

専門専攻科目　修得単位 36単位以上

一般・専門科目 開設単位数 合計 92 26 28 28 10

一般・専門科目 修得単位 62単位以上
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地域共同テクノセンター
　地域共同テクノセンターは、専門領域の枠を越えた学際
的組織の下で、地域産業界の動向や要請を十分に組み入れ
た技術者教育や共同研究等を推進し、地域との連携を図る
ことを目的として、1995（平成７）年に開設されました。
　主に本センターでは、次の活動を行っています。
　（1）�産学共同研究の推進および地域産業への技術協力
　（2）公開講座・出前授業等を通じた社会貢献
　（3）共同研究・受託研究の推進
　（4）学生に対する産業技術教育の充実

　地域との連携を目的として1997（平成９）年には、本校
と御坊市域の企業等で構成される「和歌山工業高等専門学
校産官学技術交流会」が、1999（平成11）年には田辺市域
の企業を主要会員とする「南紀熊野産官学技術交流会」が
発足しました。
　また、2008（平成20）年には、地域経済の活性化を目的
として（株）紀陽銀行と包括的な連携協定を締結し、2011
（平成23）年３月には、近畿７高専と（財）大阪科学技術
センターとが産学連携事業実施に係る覚書を締結するとと
もに、同年12月に（独）産業技術総合研究所関西センター
と連携・協力に係る覚書を締結し、2016（平成28）年には
地元企業からの技術相談等への迅速な対応と事務の簡略化
を目的に、（公財）わかやま産業振興財団との連携協定を
締結しました。
　さらに、平成29年度には、鳥羽商船高等専門学校と連携
協定を締結し、「海」をキーワードに教育・研究で連携を
深めていきます。

地域産業との技術交流
　地域共同テクノセンターでは、新材料、情報計測制御、
環境機能そしてエネルギー応用技術などの分野で地域産業
界からの要請に即応できる体制を整えています。
　また、「研究協力、技術協力や技術相談への対応」そし
て「地域産業界との交流促進」を重要な活動として位置づ
けています。
　気軽に相談に来て頂ける
体制を整備し、本校と地域
産業界、双方にとって有意
義な研究・開発に発展して

いくことを目指しています。そのためにも技術交流会、技
術懇話会、教育研究発表会、テクノサロン、技術講演会等々
を外部と連携しながら積極的に開催しています。また、地
域の防災に関する取組を通じて地域の防災力の強化も目指
していきます。

　さらに、平成27度に本校は地（知）の拠点（COC）校
として文部科学省の認定を受け、学生に対する地方創生教
育を充実させています。

　また、本校では多くの装
置・機器を準備し、様々な
研究、技術に対応できます
ので、ご活用ください（写
真は一例）。

技術懇話会・教育研究奨励研究発表会

本校学生による公開講座の様子

共同研究

受け入れ

受託研究

契約締結

技術相談申込

対応教員の選任

教員との相談

和
高
専
・
次
世
代
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン

和
高
専
産
官
学
技
術
交
流
会

　本校に設置している研究機器については、本校HP地域共同
テクノセンターで随時公開していますのでぜひご覧ください。
http://www.wakayama-nct.ac.jp/shisetsu/technocenter/
machinely_t.html

高精度液体・気体解析装置
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科学研究費補助金

研究種目
2018年度（実績） 2019年度（2019年5月現在）

件数 金　　額（円） 件数 金　　額（円）
若手研究 1 1,430,000 2 4,290,000
基盤研究（Ｃ） 8 13,650,000 10 10,660,000
挑戦的研究 0 0 （未確定）
研究活動スタート支援 0 0 （未確定）
奨励研究 0 0 1 460,000

合　　　計 9 15,080,000 13 15,410,000

他機関申請分担金 9 5,395,000 （未確定）

外部資金の導入（2018年度・実績）

区　　分 件数 金　額（円）

寄附金 43 13,797,000

受託研究 4 3,170,000

受託事業 1 358,000

民間等との共同研究 8 3,386,000

補助金（科研除く） 1 2,300,000

その他助成金等 11 6,710,000

合計 68 29,721,000

出前授業（2019年度・26テーマの内の主なテーマ）
講　　　座　　　名 受講対象者 対応可能時期 対応可能人数

ペットボトル掃除機を作ろう 小学生（高学年） 随時 10
６足歩行ロボットの製作と対戦競技 小学生 随時 要相談
ロボット体験学習 小学生～中学生 随時 要相談
アルギン酸ゲルのカラービーズを作ろう 小学生 随時 要相談
トンボ玉教室 小学生～中学生 随時 10
セメントで色あざやか文鎮作り 小学生～中学生 随時 要相談
地球からのメッセージ　～地震について考えよう～ 小学生（高学年） 随時 15
氷が燃える!?�メタンハイドレートを観察してみよう 小学生～中学生 随時 要相談
「文学の研究」/「物理の研究」/「数理工学の研究」/
「体育・スポーツ科学の研究」とはどのようなことをするのか 中学生～高校生 随時 要相談

ロープウェイ工作 小学生（高学年）～中学生 随時 15

公開講座（2019年度・計画）

講　　　座　　　名 開催日 開催場所 受講対象者 募集人数
（最大人数）

段ボールアート ６月 本校 小学生 25名
きのくに野外博物館 磯の生物観察会　（県立自然博物館と共催） ６月２日㈰ 御坊市名田海岸 小学生～一般 40名
Biodiversity�and�Chemistry�in�KOSEN−化学・生物の不思議を調べてみよう！
−生物・化学の力を使って犯人を捕まえよう！ ７月20日㈯ 和歌山ビッグ愛 小学高学年

～中２ 12名

Biodiversity�and�Chemistry�in�KOSEN−化学・生物の不思議を調べてみよう！
−生き物の肉片からDNAを取り出してみよう！ ７月20日㈯ 本校 中３ 10名

メタルゴム鉄砲を作ろう ７月26日㈮ 本校 小５～中３ 15名
マイクラでプログラミングをおぼえよう ８月４日㈰ 本校 小５～中３ 10名

おもしろ科学の実験工作教室【和歌山会場】 ８月22日㈭
８月23日㈮ 和歌山県立図書館 小４～中３ 30名

おもしろ科学の実験工作教室【田辺会場】 ８月20日㈫ 田辺工業高等学校 小４～中３ 30名
和歌山高専サイエンス&インダストリーウィーク
　①プログラミング入門 ８月19日㈪ 本校 小５～中３ 15名

和歌山高専サイエンス&インダストリーウィーク
　②「ペーパークラフト」でまちづくり ８月19日㈪ 本校 小５～中３ 15名

和歌山高専サイエンス&インダストリーウィーク
　③木材の3Dパズル ８月20日㈫ 本校 小５～中３ 15名

和歌山高専サイエンス&インダストリーウィーク
　④目で見る科学～感光性基板と分子模型～ ８月20日㈫ 本校 小５～中３ 15名

和歌山高専サイエンス&インダストリーウィーク
　⑤電子回路工作～電子ホタルを作ろう～ ８月21日㈬ 本校 小５～中３ 15名

Biodiversity�and�Chemistry�in�KOSEN−化学・生物の不思議を調べてみよう！
−生き物がいる環境を生き物がもつ色素から分析しよう！ ８月22日㈭ 本校 中１～中３ 12名

避難所の運営をしてみよう ８月下旬 本校 小５～中３ 10名
DIG（Disaster�Imagination�Game）を体験してみよう ８月下旬 本校 中１～中３ 12名

※本年度の計画については随時本校HP（http://www.wakayama-nct.ac.jp/）を更新しますのでご覧ください。
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図書館

　図書館では、専門書、学習参考書、一般教養書などの諸
図書や新聞･雑誌など、およびAV教材としてビデオテー
プ･CD･DVDなどを備え、学生および教職員に種々の学術
情報を提供しています。
　また、地域に開かれた図書館としても情報サービスに努
めています。

1994年　貸出・返却、発注・受入、蔵書点検等の業務を電
算化し、パーソナルコンピュータによる検索も可
能となる。

2000年　地域に開かれた図書館として、図書館施設を学外
に開放する。

2002年　所蔵図書目録をWeb上に公開し、学内外で検索が
可能となる。

2003年　「和歌山地域コンソーシアム図書館」検索システ
ムに参加し、蔵書情報の提供と県内全域への貸
出・配送サービスを開始する。

2012年　長岡技術科学大学・高等専門学校統合図書館シス
テム（E-Conan）に参加する。

情報処理教育センター

　情報処理教育センターは、教育用パーソナルコンピュー
タ140台と教育用サーバー３台を設置し、本校の教育・研
究・地域連携活動を情報という側面から支えています。
　教育用パソコンは、コンピュータ利用の基礎、IT応用
ソフトウェアの利用および各種のプログラミング言語の学
習に活用されます。
　また、高速ギガビットネットワーク（LAN）により、
センター演習室や各学科研究室から学外へ高速回線でイン
ターネットにアクセスできます。

　電子計算機室機器概要
　演習室（教育用PC……�第１演習室49台�

第２演習室11台　第３演習室49台）
　専攻科棟マルチメディア教室（教育用PC……31台）
　高速ギガビットネットワーク（LAN）機器

　センター利用時間
　平日　午前８時30分～午後５時

※2019年度にメディアセンターの全面改修があるため、
年度の途中から工事等に伴って、利用時間や利用方法
の変更があります。

開館時間
　平日　午前９時～午後９時
　　　　　　（試験期間中　午前９時～午後９時50分）
　土曜　午前10時～午後４時

単行書
計

分　　類
0　総　　記 4,052冊
1　哲　　学 3,990
2　歴　　史 7,743
3　社会科学 7,961
4　自然科学 19,607
5　技　　術 21,285
6　産　　業 1,720
7　芸　　術 3,929
8　言　　語 5,732
9　文　　学 14,445

計 90,464冊
雑　誌 429種

蔵書� 2019年４月１日現在

第３演習室
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　５年間の一貫教育により技術者を育成する本校は、景気
に左右されることなく、毎年100パーセントの就職率を保
ち、ほぼ全員が希望の大手企業等へ就職しています。また
進学を希望する卒業生はそのほとんどが国公立大学への編
入学や、本校専攻科へ進学をしています。

　卒業生の進路は、就職71パーセント、国公立大学への進
学13パーセント、本校専攻科への進学14パーセントでし
た。

 年度
知能機械工学科 2014 2015 2016 2017 2018

卒業生数 44 35 44 38 44
就職者数 32 25 30 32 31

地 域 別

京浜地区 6 10 16 13 9
京阪神地区 15 9 10 9 14
和歌山県 6 1 2 4 1
その他 5 5 2 6 7

企業規模

500人以上 23 23 24 25 28
100人～499人 7 1 5 5 2
99人以下 2 1 2
官公庁等 1 1

 年度
電気情報工学科 2014 2015 2016 2017 2018

卒業生数 35 42 37 37 37
就職者数 13 26 22 23 28

地 域 別

京浜地区 8 16 7 7 12
京阪神地区 4 5 10 7 11
和歌山県 3 2 2 4
その他 1 2 3 7 1

企業規模

500人以上 11 22 20 18 17
100人～499人 2 1 5 9
99人以下 3 2 1
官公庁等 1

就職

 年度
本科 2014 2015 2016 2017 2018

卒業生数 160 151 158 146 157
就職者数 91 99 105 104 111

地 域 別

京浜地区 32 43 39 35 42
京阪神地区 37 29 40 31 46
和歌山県 14 17 14 16 13
その他 8 10 12 22 10

企業規模

500人以上 63 74 78 68 82
100人～499人 18 12 13 23 16
99人以下 6 6 7 7 4
官公庁等 4 7 7 6 9

〈本科進路〉

進学
28％

就職　71％

国公立大学
13％

500人以上の
企業　52％

100～499人の
企業　10％

本校専攻科
14％

99人以下の
企業　3％

官公庁等
6％

私立大学
1％

その他
1％

本科
2018年度進路

〈本科〉

2018年度卒業生進路・就職先

進学
30％

就職　70％

国公立大学
16％

500人以上の
企業　63％

100～499人の
企業　5％

本校専攻科 14％

官公庁等
2％

知能機械工学科
2018年度進路

2018年度卒業生進路・就職先

〈知能機械工学科〉

進学

就職　76％

国公立大学
11％ 500人以上の

企業　46％

本校専攻科
13％

100人～499人の
企業　24％

99人以下の
企業　3％

官公庁等
3％

24％

電気情報工学科
2018年度進路

2018年度卒業生進路・就職先

〈電気情報工学科〉
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 年度
物質工学科 2014 2015 2016 2017 2018

卒業生数 42 37 40 39 38
就職者数 19 20 23 25 23

地 域 別

京浜地区 7 8 7 8 12
京阪神地区 8 6 11 7 9
和歌山県 4 6 3 5 1
その他 2 5 1

企業規模

500人以上 10 11 17 13 17
100人～499人 5 7 4 8 3
99人以下 3 2 2 4 2
官公庁等 1 1

 年度
環境都市工学科 2014 2015 2016 2017 2018

卒業生数 39 37 37 32 38
就職者数 27 28 30 24 29

地 域 別

京浜地区 11 9 9 7 9
京阪神地区 10 9 9 8 12
和歌山県 4 7 7 5 7
その他 2 3 5 4 1

企業規模

500人以上 19 18 17 12 20
100人～499人 4 3 4 5 2
99人以下 1 3 1 1
官公庁等 3 7 6 6 6

 年度
大学等 2016 2017 2018

和歌山高専専攻科 18 24 23
豊橋技術科学大学 9 3 8
長岡技術科学大学 4 5 1
徳島大学 1 3
東京農工大学 1 1 1
福井大学 3
岐阜大学 2 1
京都工芸繊維大学 2 1
和歌山大学 1 1 1
電気通信大学 1 1
金沢大学 1 1
大阪大学 1 1
神戸大学 1 1
岡山大学 2
広島大学 2
北海道大学 1
北見工業大学 1
信州大学� 1
三重大学 1
高知大学 1
九州大学 1
九州工業大学 1
佐賀大学 1
麗澤大学 1
佛教大学 1
徳島文理大学 1

計 50 42 45

大学等編入学

産業勉強会

進路指導説明会

進学

就職

国公立大学
10％

500人以上の
企業　45％

本校専攻科
24％

100～499人の
企業　8％99人以下の企業　5％

官公庁等　3％

私立大学　5％

39％

61％

物質工学科
2018年度進路

2018年度卒業生進路・就職先

〈物質工学科〉

進学
21％ 　　

就職　76％

国公立大学
13％

本校専攻科
8％

500人以上の
企業　52％

官公庁等
16％

100～499人の
企業　5％

99人以下の
企業　3％

その他 3％

環境都市工学科
2018年度進路

2018年度卒業生進路・就職先

〈環境都市工学科〉
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就職先
知
能
機
械

電
気
情
報

物　
　

質

環
境
都
市
計

［企　業］

アクア化学㈱ 1 1
朝日インテック㈱ 1 1
旭化成㈱ 1 2 3
ＡＮＡラインメンテナンステクニクス㈱ 1 1
㈱ＳＲＤ 1 1
エスケー化研㈱ 1 1
ＮＥＣネッツエスアイ㈱ 1 1
㈱ＮＨＫテクノロジーズ（旧・㈱ＮＨＫメディアテクノロジー） 1 1
エヌ・ティ・ティ・インフラネット㈱ 2 2
㈱ＮＴＴ-ＭＥ 1 1
㈱エヌ・ティ・ティネオメイト 2 2
㈱NTTフィールドテクノ 1 4 5
王子マテリア㈱ 1 1
大阪ガス㈱ 1 1 1 3
オリックス・ファシリティーズ㈱ 1 1
カイロスキ㈱ 1 1
花王㈱ 2 1 3 6
笠野興産㈱ 1 1
㈱カネカ 1 1
川崎重工業㈱ 1 1
関西エアポートテクニカルサービス㈱（旧・新関西国際空港エンジニアリング㈱） 1 3 4
関西電力㈱ 1 2 3
㈱カンセツ 1 1
紀州ファスナー工業㈱ 1 1 2
キヤノン㈱ 1 1 2
クオリティソフト㈱ 1 1
㈱クボタ 2 2
五洋建設㈱ 1 1
沢井製薬㈱ 1 1
サントリースピリッツ㈱ 1 1
サントリービール㈱ 1 1
サントリープロダクツ㈱ 1 1
塩野義製薬㈱ 1 1
㈱シマノ 1 1
ジャパンマリンユナイテッド㈱ 1 1
㈱神鋼環境ソリューション 1 1
住友電気工業㈱ 1 1
住友電設㈱ 1 1
第一工業製薬㈱ 1 1
ダイキン工業㈱ 1 1
㈱ダイセル 1 1
大鉄工業㈱ 1 1
高田機工㈱ 1 1
㈱タマディック 1 1

就職先
知
能
機
械

電
気
情
報

物　
　

質

環
境
都
市
計

㈱中研コンサルタント 1 1 2
ＤＩＣ㈱ 1 1
寺崎電気産業㈱ 1 1
電源開発㈱ 1 1
東海旅客鉄道㈱ 1 2 3
東京急行電鉄㈱ 1 1
東洋インキＳＣホールディングス㈱ 1 1
西日本高速道路㈱ 1 1
西日本旅客鉄道㈱ 2 2
西松建設㈱ 1 1
日鉄パイプライン&エンジニアリング㈱（旧・日鉄住金パイプライン&エンジニアリング㈱） 1 1
日鉄物流㈱（旧・日鉄住金物流㈱） 1 1
日東電工㈱ 1 1
ノーリツプレシジョン㈱ 1 1
㈱初山 1 1
パナソニック㈱コネクテッドソリューションズ社 1 1
㈱ファインディックス 1 1
ファナック㈱ 1 1
富士通㈱ 1 1
フジテック㈱ 2 2
マツダ㈱ 1 1
三菱電機エンジニアリング㈱ 1 1
三菱電機システムサービス㈱ 2 2
ミライト情報システム㈱ 1 1
㈱村田製作所 1 1
森永乳業㈱ 1 1 2
山崎製パン㈱ 1 1

小　計 30 27 22 22 101

［官公庁等］

防衛省（陸上自衛隊） 1 1
大阪府 1 1
和歌山県 2 2
大阪市 1 1
海南市 1 1
御坊市 1 1
（一社）日本血液製剤機構 1 1
（独）水資源機構 1 1
和歌山県土地改良事業団体連合会 1 1

小　計 1 1 1 7 10

就 職 計 31 28 23 29 111

2018年度（平成30年度）本科卒業生進路先一覧� 2019年５月１日現在

進学先
知
能
機
械

電
気
情
報

物　
　

質

環
境
都
市
計

［進　学］

和歌山高専専攻科 6 5 9 3 23

北見工業大学 1 1
信州大学 1 1
長岡技術科学大学 1 1
電気通信大学 1 1
東京農工大学 1 1
岐阜大学 1 1
豊橋技術科学大学 5 2 1 8
京都工芸繊維大学 1 1
和歌山大学 1 1
徳島大学 3 3
九州大学 1 1
佛教大学 1 1
徳島文理大学 1 1

進 学 計 13 9 15 8 45

［その他］

その他 1 1

そ の 他 計 0 0 0 1 1

就職・進学合計 44 37 38 38 157
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進路

〈専攻科進路〉

専攻科就職先一覧

 年度
就職先

2016 2017 2018
メ　カ エ　コ メ　カ エ　コ メ　カ エ　コ

アイコム㈱ 1
旭化成㈱ 1
㈱アルバック 1
㈱ＳＲＤ 1
㈱大阪ソーダ 1
花王㈱ 1 1 1
川崎重工業㈱ 1
関西エアポートテクニカルサービス㈱（旧・新関西国際空港エンジニアリング㈱） 1

（一財）雑賀技術研究所 1
沢井製薬㈱ 1 1
サントリースピリッツ㈱ 1
㈱ＧＳユアサ 1
ＪＸＴＧエネルギー㈱ 1
㈱ジュピターテレコム 1
㈱島精機製作所 1
住友電気工業㈱ 1
セイカ㈱ 1
㈱たにぐち 1
寺崎電気産業㈱ 1
ＴＯＡ㈱ 1
日鉄住金テックスエンジ㈱ 1
阪神高速技術㈱ 1
㈱ファインディックス 1
富士電機㈱ 1
三井化学㈱大阪工場 1
三菱電機㈱通信機製作所 1
三菱電機㈱冷熱システム製作所 1
㈱明治関西工場 1
ユニチカ㈱ 1
和歌山県 1
和歌山市 1
その他 1

合計 6 5 7 5 8 4

 年度
大学院進学先

2016 2017 2018
メ　カ エ　コ メ　カ エ　コ メ　カ エ　コ

横浜国立大学大学院 1 1
長岡技術科学大学大学院 1
筑波大学大学院 1
東京大学大学院 1
東京海洋大学大学院 1
豊橋技術科学大学大学院 1
北陸先端科学技術大学院大学 1
京都大学大学院 2
大阪大学大学院 1
神戸大学大学院 1 2 2
奈良先端科学技術大学院大学 1 1 1
大阪市立大学大学院 1
早稲田大学大学院 2

合計 1 5 3 5 0 8

大学院進学（専攻科）

　2018年度の専攻科修了生の進路は企業等への就職が60パーセント、大学院研究科への進学が40パーセントでした。
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〈専攻科〉
学生の定員及び現員� 2019年5月1日現在�
 区分
専攻 学級数 入学定員 1年 2年 計

メカトロニクス工学専攻 1 8 11
（1）
11

（1）
22

エコシステム工学専攻 1 8
（3）
12

（3）
14

（6）
26

計 2 16
（3）
23

（4）
25

（7）
48

（　）内は女子内数

入学志願者及び入学者� 2019年5月1日現在
 年度
専攻

2019
志願者 入学者

メカトロニクス工学専攻 （0）
15

（0）
11

エコシステム工学専攻 （3）
16

（3）
12

計 （3）
31

（3）
23

（　）内は女子内数

　2019年５月現在、本科の現員は816名、専攻科の現員は48名、
計864名の学生が本校に在籍しています。近年は女子学生が増加
する傾向にあり、現在、本科に168名、専攻科に７名、計175名

の女子が在籍しています。
　またマレーシア、カンボジア、ラオス、モンゴル、ウガンダ
からの外国人留学生9名が日本人学生とともに学んでいます。

〈本　科〉
学生の定員及び現員� 2019年5月1日現在
 区分
学科 学級数 入学定員 1年 2年 3年 4年 5年 計

知能機械工学科 1 40
（5）

42
（7）

40
（2）

46
（3）

35
〈1〉

（2）
34

（19）
197

〈1〉

電気情報工学科 1 40
（6）

40
（5）

43
（6）

42
〈2〉

（5）
44

〈1〉
（4）

36
（26）

205
〈3〉

物質工学科 1 40
（17）

42
（15）

40
〈2〉

（32）
82

〈2〉

生物応用化学科 1 40
（14）

41
（18）

40
（15）

41
〈1〉

（47）
122

〈1〉

環境都市工学科 1 40
（9）

41
（8）

41
（10）

43
〈1〉

（9）
41

（8）
44

〈1〉
（44）

210
〈2〉

計 4 160
（34）

164
（38）

164
（33）

172
〈4〉

（34）
162

〈2〉
（29）

154
〈3〉

（168）
816

〈9〉

（　）内は女子内数　　〈�　〉は外国人留学生内数

入学志願者及び入学者� 2019年5月1日現在

 年度
学科

2015 2016 2017 2018 2019
志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

知能機械工学科 （3）
75

（2）
40

（2）
57

（2）
40

（4）
62

（2）
40

（8）
62

（7）
41

（8）
63

（5）
41

電気情報工学科 （6）
70

（2）
41

（8）
63

（5）
40

（8）
58

（6）
40

（5）
80

（5）
42

（10）
65

（6）
40

物質工学科 （22）
62

（15）
40

（18）
51

（16）
40

生物応用化学科 （24）
66

（16）
40

（23）
59

（18）
40

（20）
66

（14）
40

環境都市工学科 （12）
57

（10）
40

（15）
66

（9）
40

（14）
62

（9）
40

（15）
73

（8）
40

（13）
69

（9）
41

計 （43）
264

（29）
161

（43）
237

（32）
160

（50）
248

（33）
160

（51）
274

（38）
163

（51）
263

（34）
162

※試験の結果第二志望の学科に入学した場合は、実際に入学した学科の志願者として集計� （　）内は女子内数

高校からの編入学志願者及び編入学者� 2019年5月1日現在

 年度
学科

2015 2016 2017 2018 2019
志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者 志願者 入学者

知能機械工学科 （0）
2

（0）
2

（0）
1

（0）
1

（0）
1

（0）
1

（0）
2

（0）
2

（0）
1

（0）
0

電気情報工学科 （0）
6

（0）
3

（0）
6

（0）
3

（0）
5

（0）
2

（2）
4

（2）
4

（1）
4

（0）
1

物質工学科 （1）
1

環境都市工学科 （1）
1

（1）
1

（0）
3

（0）
1

（0）
3

（0）
1

計 （0）
8

（0）
5

（1）
8

（0）
4

（1）
7

（1）
4

（2）
9

（2）
7

（1）
8

（0）
2

（　）内は女子内数
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授業料免除� 2018年度実績

 区分

学年

前　　期 後　　期

希望者数 全額免除
者数

半額免除
者数

免除者数／
対象者数（％）希望者数 全額免除

者数
半額免除

者数
免除者数／
対象者数（％）

4　年 23 15 5 12.5 24 15 3 11.5
5　年 20 12 4 10.1 21 12 5 10.8

専攻科1年 1 0 1 4.0 1 0 0 0.0
専攻科2年 5 2 3 25.0 5 1 3 20.0

計 49 29 13 11.6 51 28 11 10.9

奨学金� 2018年度実績
 区分
学年

日本学生支援機構 和歌山県 奈良県 大阪府 天野 中津基金 その他 計第一種 第二種 給付型
1　年 4 2 0 0 0 0 6
2　年 3 2 1 0 0 1 7
3　年 6 6 0 0 0 1 13
4　年 10 3 1 3 0 0 5 5 27
5　年 11 1 2 1 0 1 1 0 2 19

専攻科1年 1 0 0 0 0 0 0 2 3
専攻科2年 4 0 0 0 0 0 0 0 4

計 39 4 3 14 1 1 1 5 11 79
留学生茶話会

●�入学金は�84,600円です。授業料には、
１～３年生に原則として高等学校と同
様の「就学支援金制度」の適用があ
り、所得に応じ年額０円、56,400円、
115,800円または�234,600円の負担とな
ります。また、４年生から専攻科生
は、一律�234,600円ですが、右記のとお
り授業料免除の適用を申請できます。

外国人留学生� 2019年5月1日現在
国 学　　　科 3年 4年 5年 計

マレーシア 知能機械工学科 （1）
1

（1）
1

　　〃 物質工学科 1
（0）
1

　　〃 環境都市工学科 1
（1）
1

（1）
2

カンボジア 物質工学科 1
（0）
1

ラオス 電気情報工学科 1
（0）
1

モンゴル 電気情報工学科 2 1
（0）
2

ウガンダ 生物応用化学科 1
（0）
1

計 （0）
4

（1）
2

（1）
3

（2）
9

（　）内は女子内数

� 2019年5月1日現在
 学年
出身地 1年 2年 3年 4年 5年 本科計 専攻科1年 専攻科2年 専攻科計 総計

和歌山県 144 （33） 155 （35） 150 （32） 142 （33） 130 （25） 721（158） 20 （3） 23 （4） 43 （7） 764 （165）

地
　
域

和歌山市 35 （4） 37 （9） 38 （5） 45 （14） 39 （5） 194 （37） 5 （1） 7 （2） 12 （3） 206 （40）
海草 13 （0） 16 （3） 18 （2） 22 （1） 17 （1） 86 （7） 1 （0） 0 （0） 1 （0） 87 （7）
那賀 13 （2） 12 （3） 11 （0） 6 （0） 13 （1） 55 （6） 3 （0） 0 （0） 3 （0） 58 （6）
伊都 2 （0） 5 （0） 7 （2） 4 （1） 2 （0） 20 （3） 1 （0） 1 （0） 2 （0） 22 （3）
有田 18 （5） 27 （6） 31 （7） 15 （3） 14 （4） 105 （25） 1 （0） 4 （1） 5 （1） 110 （26）
日高 35 （10） 36 （7） 33 （10） 31 （10） 27 （9） 162 （46） 8 （2） 8 （0） 16 （2） 178 （48）
西牟婁 23 （8） 18 （4） 9 （5） 17 （4） 14 （4） 81 （25） 1 （0） 2 （0） 3 （0） 84 （25）
東牟婁 5 （4） 4 （3） 3 （1） 2 （0） 4 （1） 18 （9） 0 （0） 1 （1） 1 （1） 19 （10）

大 阪 府 17 （1） 7 （1） 14 （1） 15 （0） 16 （3） 69 （6） 3 （0） 2 （0） 5 （0） 74 （6）
他 県 3 （0） 2 （2） 4 （0） 3 （0） 5 （0） 17 （2） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 17 （2）

計 164 （34） 164 （38） 168 （33） 160 （33） 151 （28） 807（166） 23 （3） 25 （4） 48 （7） 855 （173）
（　）内は女子内数

在学生の出身地（出身中学校所在地に基づく集計：2019年度在学者）
　和歌山市が24％と最も多く、本校所在地の御坊市を含む日高地域の学生
は21％です。続いて、近隣の有田地域（13％）、海南市を含む海草地域（10％）、
田辺市を含む西牟婁地域（10％）の学生が多く、県外では大阪府（９％）
が最も多くなっています。

74人

58人

17人

22人
87人

206人

110人

178人

84人

19人

大阪府

岩出市

紀の川市

橋本市

九度山町
かつらぎ町

高野町

紀美野町

有田川町

海南市

有田市
湯浅町

広川町由良町

日高町

日高川町

美浜町

印南町 みなべ町

上富田町

田辺市

白浜町

すさみ町

古座川町

新宮市

北山村

那智勝浦町

太地町

串本町

那賀

他県

伊都

海草

和歌山市

有田

日高

西牟婁

東牟婁

御坊市

5人
10人

凡
例

在学生の出身地（分布図）
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クラブ活動

　本校学生はクラブ活動を通して、高専体育大会、高専ロ
ボコン大会、高専各種コンテスト、県高校体育連盟、県高
校野球連盟等の競技大会で活躍しています。また、演奏会
や公開講座などによって地域の文化向上にも貢献していま
す。

体育系クラブ
陸上競技部、硬式野球部、サッカー部、フットサル部、
テニス部（硬式）、ソフトテニス部、水泳部、バレー
ボール部（男女）、バスケットボール部（男女）、バド
ミントン部、卓球部、ハンドボール部、柔道部、剣道
部、弓道部、少林寺拳法部

文化系クラブ
ロボコン部、コンピュータ部、吹奏楽部、軽音楽部、サ
イエンス同好会、音楽同好会、写真同好会、総合美術同
好会、ボランティアサークル・アメーバ

学生会
　本会は、学生の自発的な活動を通してその人間形成を助
長することを目的に学生会員で構成されています。学生会
の活動中心である執行委員会は、高専祭、体育大会などを
主催するほか、近畿地区高専との交流会等を通じ、自主活
動の研鑽に努めています。

学　　　生　　　総　　　会

選挙管理委員会

会計監査委員会

各学級 体育系クラブ 文化系クラブ

代　　　議　　　員　　　会

執行委員会

学生会会長
副会長
会計
書記

学生会役員

高専祭実行委員会
交通安全委員会
体育委員会

校内体育大会・ソフトボール

学生総会

高専祭・クラス企画

高専祭・軽音楽部ライブ

定期演奏会・吹奏楽部

クラブリーダー研修会

H30全国高専大会
剣道男子団体第3位

H30近畿地区高専大会
女子バレーボール1位（7連覇）

H30近畿地区高専大会
水泳男子100m自由形１位

H30近畿地区高専大会　
女子ソフトテニス個人ダブルス1位

H30全国高専ロボコン大会・
デザイン賞（ロボコン部）

農道舗装
（ボランティアサークル・アメーバ）
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学生寮（柑
こう

紀
き

寮
りょう

）

　集団生活を通じて人間形成を図る教育の場として、和歌
山高専は学生寮（柑紀寮）を設置しています。
　協力と信頼に基づく集団生活から、自立と協調の精神や
豊かな人間性が養われます。寮生活や学習の指導には、上
級生の指導寮生があたり、寮生で組織された寮生会が、学
寮生活に彩りを添える、さまざまな行事を開催します。
　第１・第２学年の男子学生（入寮２年まで）は、原則と
して全寮制となっており、入寮３年目以降は選考により入
寮を許可します。女子学生は任意制（選考有り）となって
います。
　なお、最近の女子学生数の増加に伴い、平成30年度に
ラーニングコモンズ機能を備えた女子寮の改修工事を実施
しました。

　男子寮６棟（男子学生454名）
　女子寮２棟（女子学生114名）　
　　合計568名（留学生・専攻科生を含む。）

　各室定員　　低学年２～３名　高学年１～２名
　寄 宿 料　　700～800円（月額）
　各室備品　　学習机・書棚・ベッド・ロッカー・
　　　　　　　エアコン・
　　　　　　　インターネット接続用モジュラージャック
　補食室備品　冷蔵庫・電子レンジ・IHコンロ
　洗濯室備品　洗濯機・乾燥機
　談話室備品　テレビ・エアコン・
　　　　　　　インターネット接続用無線LAN

学生

男子寮居室

寮食堂

補食室

寮食メニュー

柑紀寮全景

女子寮居室

談話室

月例大掃除の様子

（　）内は女子内数　　〈　〉は外国人留学生内数

2019年5月1日現在
知能機械
工学科

電気情報
工学科

物質
工学科

生物応用
化学科

環境都市
工学科

メカトロニクス
工学専攻

エコシステム
工学専攻 計

１年 （5）40 （6）40 （14）41 （8）39 （33）160

２年 （7）37 （4）37 （16）36 （7）37 （34）147

３年 （1）25 （2）23〈2〉
（11）33〈1〉

（7）26〈1〉
（21）107〈4〉

４年 （2）19〈1〉
（3）23〈1〉

（6）20 （2）13 （13）75〈2〉

５年 （0）18 （1）11 （6）20〈2〉
（3）19〈1〉

（10）68〈3〉

専攻科 （0）3 （3）8 （3）11

計 （15）139〈1〉
（16）134〈3〉

（12）40〈2〉
（41）110〈1〉

（27）134〈2〉
（0）3 （3）8 （114）568〈9〉

46%

各学年全学生中の入寮率
98%

90%

62%

66%

65%

44%

23%

1年生

男子

女子

2年生

3年生

4年生

5年生

専攻科生

餅つき大会
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　入寮
定期健康診断
　指導寮生任命式・研修会
救急救命講習会
学生会クラブ紹介
　寮生避難訓練
新入生オリエンテーション
　ウェルカミングパーティー

校内体育大会
学生総会
　寮生総会

　寮部屋替（１年）
　寮祭
留学生スピーチ大会
近畿地区高専体育大会

上海電機学院から短期留学
なるほど体験科学の祭典

　閉寮
公開講座
全国高専体育大会
　開寮
　寮部屋替（１・２年）

入学式�
始業式�
創立記念日

　専攻科入学試験（学力）
　編入学試験（推薦）
前期中間試験
授業参観

前期末試験
　編入学試験（学力）

保護者個別懇談

オープンキャンパス
夏季休業

　専攻科入学試験（推薦）
　専攻科入学試験（社会人）

5月

6月

7月

前　学　期

4月

入
学
式

寮
生
避
難
訓
練

研
修
旅
行

救
急
救
命
講
習
会

寮
生
総
会

ウ
ェ
ル
カ
ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

校
内
体
育
大
会

8月

9月
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プログラミングコンテスト本選
　指導寮生任命式・研修会
　寮生避難訓練
ロボコン近畿地区大会
高専祭

英語プレコン近畿大会
　指導寮生研修会（他高専訪問）
　学寮スポーツ大会
ロボコン全国大会
進路指導説明会
産業勉強会
消防避難訓練

デザインコンペティション
　閉寮

　開寮
　ニューイヤースポーツフェスティバル
学生総会
　寮生総会
英語プレコン全国大会

　閉寮
上海電機学院短期留学派遣

研修旅行
学校説明会

　体験実習入試
　学校長推薦入試

後期末試験
　学力検査入試／帰国子
　女特別選抜入試
終業式

卒業証書授与式
学年末休業

冬季休業

後期中間試験

10月

11月

12月

1月

3月

後　学　期

2月
本科卒業研究発表会

英
語
プ
レ
コ
ン
近
畿
大
会

上
海
短
期
留
学

卒
業
証
書
授
与
式

卒
業
生
記
念
撮
影

ニュ
ー
イ
ヤ
ー

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
専
祭

ロ
ボ
コ
ン
全
国
大
会



駐車・駐輪場

１4．校舎配置図
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建　　物
校　　舎

1 本館（総合教育科・管理部）
2 本館（生物応用化学科）
3 本館（電気情報工学科）
4 本館（知能機械工学科）
5 環境都市工学科棟
6 地域共同テクノセンター
7 普通教室棟
8 ものづくりセンター
9 情報処理教育センター
10 水理実験室
11 門衛所
12 バス車庫
13 事務倉庫1
14 事務倉庫2
15 用具倉庫
16 危険物貯蔵所
17 物質化学実験室
18 陸上器具庫
19 体育用具庫
20 車庫
21 廃水処理施設
22 専攻科棟
23 図書館

屋内運動場
24 武道場
25 第1体育館
26 第2体育館
27 屋外便所1
28 屋外便所2
29 体育器具庫
30 プール附属屋
31 弓道場

福利厚生施設

32 福利センター・
国際交流会館

33 課外活動施設
34 部室1
35 部室2

寄　宿　舎
36 寄宿舎食堂・浴室
37 寄宿舎1号館・事務室
38 寄宿舎2号館
39 寄宿舎3号館
40 寄宿舎4号館
41 寄宿舎5号館
42 寄宿舎6号館
43 寄宿舎7号館
44 寄宿舎8号館
45 食品倉庫
46 寄宿舎ボイラー室
47 寄宿舎電気室

敷　地� 計101,400㎡
校舎敷地 44,566
寄宿舎敷地 18,130
運動場敷地 35,267
その他敷地 3,437

寄宿舎８号館 福利センター・国際交流会館 課外活動施設 第1体育館

武道場

情報処理教育センター

ものづくりセンター
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１5．施設・支援

学生の休息施設
　学生の休息施設として、学生食堂、オープンラウンジ、アメニティルームがあります。また、屋外にもベンチを
設けており、休憩時の憩いの場となっています。

オープンラウンジ 学生食堂前談話室 屋外ベンチとテーブルセット

障害者の支援
　和歌山高専での障害者支援は、障害学生支援ワーキンググループで対応し、様々な支援を行います。
　また、スロープ、エレベータ、自動ドアや障害者用トイレ等、障害者用施設も充実しています。

障害者用トイレ（３箇所）エレベータ（３基）スロープ

留学生の支援
　和歌山高専では、たくさんの留学生が学習しており、生活や勉強の面で留学生を支えるチューター（学生）を３
年次に配置しています。また、留学生を対象としたイベントや、留学生のための施設も充実しています。

留学生指導室 外国人留学生研修旅行 留学生スピーチ大会

学生の健康支援
　学生の健康管理・支援のため国際交流会館内の保健室に看護師が常駐しています。
また、臨床心理士を委嘱し、週二回校内の「オレンジルーム」にてカウンセリングを
行っており、校医のクリニックも校地に隣接しています。

保健室 オレンジルーム



１6．会計
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2018年度決算
（単位：千円）

収　　　　入 金　　　額 ％ 支　　　　出 金　　　額 ％

運営費交付金 145,858 25.9 教育研究経費� 311,237 55.6

自己収入 225,090 40.0 一般管理費 64,140 11.5

産学連携等研究収入 10,596 1.9 産学連携等研究経費 4,473 0.8

寄附金収入 14,217 2.5 寄附金事業費 12,268 2.2

施設整備費補助金 165,384 29.4 施設整備費補助金 165,384 29.5

国立大学財務・経営センター
施設費交付事業費 0 0.0 国立大学財務・経営センター

施設費交付事業費 0 0.0

その他補助金 2,300 0.4 その他補助金 2,300 0.4

計 563,445 100.0 計 559,802 100.0

＊　�収入および支出の計の差は、産学連携等研究収入および寄附金収入が2018年度の受入金額であり、対する支出は前年度からの繰越
額を含めた財源からの支出および翌年度への繰越額等が存在するためである。

2,300 2,300

14,217

10,596

225,090

145,858

563,445
収入合計

（単位：千円）

311,237

165,384165,384

4,473

12,268

559,802

教育研究経費

一般管理費

産学連携等研究経費

寄附金事業費

施設整備費補助金

支出合計

和歌山工業高等専門学校

2018年度決算 その他補助金

運営費交付金

自己収入

産学連携等研究収入

寄附金収入

施設整備費補助金

その他補助金 64,140
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和歌山工業高等専門学校を支援する和歌山県内の企業
（50音順、令和元年６月現在）

紀州技研工業㈱
クオリティソフト㈱
小西化学工業㈱
㈱島精機製作所
新中村化学工業㈱
スガイ化学工業㈱
セイカ㈱
大和歯車製作所㈱
竹島鉄工建設㈱
㈱タニガキ建工
築野食品工業㈱
デュプロ精工㈱
㈱日本化学工業所
㈱初山
阪和電子工業㈱
三菱電機㈱冷熱システム製作所

（　　　）
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NATIONAL INSTITUTE

OF TECHNOLOGY（KOSEN）,
WAKAYAMA COLLEGE

電気情報工学科

生物応用化学科

環境都市工学科

知能機械工学科
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